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船上に取り込まれるメカジキ
（近海まぐろはえ縄調査船の操業風景）

表紙写真

東
日
本
の
水
産
業
復
興
・
再
生
に
向
け
て



写真1．3月14日に撮影した漁港・漁港周辺施設の被災
状況把握調査の様子　
波崎漁港製氷所とその周辺では、路面が陥没したり、
舗装がはがれたりしていた
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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
当
時
、
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
青
森
県
か
ら
茨

城
県
に
か
け
て
４
つ
の
施
設
を
保
有
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
青
森
県
八
戸
市
の

東
北
区
水
産
研
究
所
八
戸
支
所（
４
月
１
日

に
八
戸
庁
舎
と
改
組
）
と
宮
城
県
塩
釜
市

に
あ
る
東
北
区
水
産
研
究
所
塩
釜
庁
舎
の

損
傷
は
、
壁
の
一
部
破
損
程
度
で
し
た
が
、

岩
手
県
宮
古
市
の
宮
古
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
（
４
月
１
日
に
東
北
区
水
産
研
究
所

宮
古
庁
舎
と
改
組
）は
全
壊
、
茨
城
県
神か

み
す栖

市
に
あ
る
水
産
工
学
研
究
所
も
構
内
敷
地

の
ひ
び
割
れ
、沈
下
、埋
設
給
水
管
の
破
損
、

実
験
棟
の
水
漏
れ
、
フ
ェ
ン
ス
損
傷
な
ど

の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
地

域
で
は
上
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

回
復
す
る
前
で
し
た
が
、
塩
釜
庁
舎
は
３

月
29
日
に
業
務
再
開
、
４
月
１
日
に
は
宮

古
市
内
に
宮
古
庁
舎
の
仮
事
務
所
を
設
置

し
て
業
務
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は
被

災
直
後
か
ら
、
漁
港
・
漁
港
周
辺
施
設
の

被
災
状
況
把
握
調
査
（
３
月
14

～
16
日
）（
写
真
１
）、
被
災

地
へ
の
支
援
物
資
輸
送
（
３
月

20
～
26
日
）
を
水
産
庁
と
協
力

し
て
実
施
し
、
そ
の
一
部
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
３

月
23
日
に
は
水
産
庁
の
要
請
を

受
け
、
関
係
県
が
実
施
す
る
緊

急
放
射
能
調
査
の
支
援
を
開
始

し
、
中
央
水
産
研
究
所
に
お
い

て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素

な
ど
の
測
定
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
水
産
生
物
放
射
能
分
析

技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。現
在
も
、

水
産
庁
の
要
請
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
測

定
を
継
続
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
調

査
に
よ
り
採
取
し
た
魚
介
類
に
つ
い
て
は

当
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
測
定

値
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
安
全
・

安
心
な
水
産
物
の
安
定
供
給
へ
向
け
水
産

庁
な
ど
関
係
部
局
と
連
携
を
と
り
、
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

３
月
末
に
は
「
水
産
業
復
興
・
再
生
の

た
め
の
調
査
研
究
開
発
推
進
本
部
（
略

称
：
水
研
セ
ン
タ
ー
復
興
本
部
）」、
な
ら

び
に
「
現
地
推
進
本
部
」
を
設
置
す
る
と

と
も
に
水
産
庁
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
被
災
状
況
の
概

要
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
第

一
に
取
り
組
む
べ
き
は
瓦が

れ
き礫

分
布
調
査
、

瓦
礫
撤
去
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
沖
合

域
で
は
当
セ
ン
タ
ー
調
査
船
「
北ほ

っ
こ
う
ま
る

光
丸
」、

「
俊し

ゅ
ん
よ
う
ま
る

鷹
丸
」
に
よ
る
瓦
礫
分
布
調
査
の
実

施
、
漁
港
・
漁
港
周
辺
漁
場
に
つ
い
て
は

水
産
庁
受
託
事
業
に
よ
り
ソ
ナ
ー
な
ど
を

使
い
瓦
礫
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
関
係
機
関
に
情
報
提
供
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
一
部
は
学
会
な
ど
で
発

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
港
施
設
、
水
産

保
全
施
設
の
現
地
調
査
で
被
災
状
況
の

デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
地
震
と
津
波
の
外

力
に
よ
る
被
災
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

６
月
28
日
に
水
産
庁
か
ら
水
産
復
興
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
、
７
月
29
日

に
は
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
か
ら

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ

ら
の
方
針
に
沿
っ
た
支
援
を
す
る
た
め
に

調
査・研
究
、
技
術
開
発
を
継
続
し
ま
す
。

今
後
の
本
格
的
な
復
興
に
向
け
、
水
産
復

興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
明
記
さ
れ
て
い
る

漁
期
な
ど
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
サ
ケ
の
ふ

化
放
流
は
、
明
治
時
代
か
ら
続
い
て
い
る

東
北
太
平
洋
側
の
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ふ
化
放
流
の
た
め
に
は
、

秋
に
産
卵
の
た
め
東
北
地
方
の
河
川
に

帰
っ
て
く
る
サ
ケ
を
捕
獲
し
、
人
工
ふ
化

さ
せ
て
翌
年
ま
で
に
放
流
で
き
る
大
き
さ

ま
で
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
作
業
が
行
え
な
い
場
合
、
４
～
５
年

後
の
東
北
地
方
の
河
川
に
戻
っ
て
く
る
サ



写真２　三陸沿岸のアワビ、ウニへの津波の影響を調査
上が津波前（2010年11月11日）、下が津波後（2011
年６月８日）の無節サンゴモ帯とキタムラサキウニ
の状況。ピンク色を呈し岩表面に薄く付着している
のが殻状海藻の無節サンゴモ。津波後では転石の反
転によりサンゴモの付着していない裸面個所が多
く、キタムラサキウニが見られません

透明度調査の様子
東北区水産研究所塩釜庁舎

ボートハーバーに到着した「いそなみ」
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ケ
の
数
が
激
変
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
関
係
県
と
連
携
し
て
、
こ
の
秋

ま
で
に
ふ
化
放
流
施
設
の
復
旧
に
向
け
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
技
術
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す（
詳
細
は「
調
査
１
」）。

ま
た
、
カ
キ
の
漁
期
も
始
ま
り
ま
す
。

宮
城
県
は
種
ガ
キ
の
一
大
産
地
で
あ
り
、

各
地
へ
の
販
売
量
は
日
本
全
体
の
80
％
を

占
め
て
お
り
、
宮
城
県
の
重
要
な
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
種
ガ
キ
を
作
る
た

め
に
、
事
前
に
カ
キ
幼
生
の
分
布
を
調
べ

る
浮
遊
幼
生
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
例
年
、
宮
城
県
は
宮
城

県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
り
県
漁
協
な
ど
と
共

同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
宮
城
県
水
産

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
所
属
の
小

型
船
舶
が
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、

当
セ
ン
タ
ー
の
小
型
調
査
艇
を

使
っ
た
共
同
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
（
詳
細
は
「
調
査
２
」）。

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
宮
城
県

水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
随
時
掲
載
し
、

種
ガ
キ
生
産
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
な
ど
の
磯

根
に
す
む
生
物
に
と
っ
て
大
事
な
岩
礁

藻
場
、
幼
稚
仔
魚
の
成
育
の
場
と
し
て

大
事
な
ア
マ
モ
場
な
ど
に
つ
い
て
も
地

元
漁
業
者
、
関
係
部
局
と
連
携
を
と
り

被
災
状
況
の
調
査
を
続
け
て
お
り
（
写

真
２
）、
藻
場
の
修
復
、
磯
根
生
物
資
源

の
回
復
に
向
け
技
術
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
早
期
に
漁
業
を
再
開
す
る
た
め

に
は
漁
場
環
境
の
調
査
も
必
要
で
す
。

仙
台
湾
で
は
宮
城
県
と
共
同
で
当
セ
ン

タ
ー
調
査
船「
若わ

か
た
か
ま
る

鷹
丸
」を
使
っ
て
水
質
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
も
実
施
し
て
お
り
、

調
査
結
果
は
迅
速
に
地
元
関
係
者
に
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

岩
手
県
の
貝
毒
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
支

援
も
継
続
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
広
範
囲
な
分
野
で
東

北
地
方
の
水
産
業
復
興
・
再
生
に
向
け

て
支
援
、
協
力
を
し
て
お
り
、
今
後
も

関
係
部
局
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

調 査 海 域 松島湾から石巻湾までの沿海区域…

調 査 項 目 北原式定量プランクトンネットによるカキ浮遊
幼生採集、多項目水質計や採水などによる海洋
観測　ほか…

調 査 艇 名 いそなみ（所属：水産総合研究センター）
総トン数：…2.4トン、……材質：…FRP、……推進機関：
ディーゼルエンジン、最大搭載人員：…11人

調 査 期 間 2011年７月12日（火）から９月末ころまで。た
だし、種ガキ採苗が一定の成果を納めた時点で、
調査を終了

調査結果の公表 沿岸養殖通報（種ガキ）で漁業者など関係者に周知

東日本の水産業復興・再生に向けて



2011年8月16日　水産総合研究センター　プレスリリースより

水質調査
(宮城県気仙沼市の本吉ふ化場）

揚水量調査
（岩手県野田村の下安家ふ化場）
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被災したサケふ化場復旧のための井戸能力パイロット調査（報告）
～来春の放流をめざして！～

小型調査艇「いそなみ」によるカキ浮遊幼生共同調査を開始

調 査 1

調 査 2

水産総合研究センターでは、岩手・宮城両県からの要請に基づき、
東日本大震災で被災した両県の全てのサケふ化場の現地実態調査を
実施し、被害状況の把握に努めてきました。これらの調査を通じて、
施設の復旧にあたっては、ふ化用水となる井戸の揚水可能量や水質
を早急に把握する必要があることが明らかとなりました。この井戸
能力調査は専門業者が実施しますが、調査方法や調査項目の選定を
行うためには、サケのふ化放流に関する専門的な技術と知識が不可
欠です。

このため当センターは、事前に両県と協議して決定した４か所の
ふ化場で、井戸能力パイロット調査を６月 20 日～７月４日にかけ
て実施しました。その結果、岩手県の下安家ふ化場と気仙ふ化場で
は、揚水量は被災前の水準に回復可能であり、水質も問題ないこと
が明らかとなりました。一方、宮城県の本吉ふ化場と南三陸町第二
ふ化場では、塩分の混入が認められたため、引き続き詳細な調査が
必要であると判断されました（ 右参照）。

これらの調査結果を取りまとめ、8 月 2 ～３日に両県および岩手
県増殖協会に報告しました。この報告書は、両県が今後行う調査手
法の策定や、両県のサケふ化放流事業計画案の作成および施設復旧
に寄与するものと考えています。 

水産総合研究センターと宮城県水産技術総合センター
は、2011 年度の種ガキの安定的な採苗を図るため、松
島湾におけるカキ浮遊幼生共同調査を実施しました。

このたびの大津波で宮城県水産技術総合センター所
属の小型船舶が被災したことから、水産総合研究セン
ターは今回の共同調査のために小型調査艇「 いそなみ」

を日本海区水産研究所（ 新潟市）から東北区水産研究所
（ 塩釜市）に所属変更し、６月 24 日に塩釜港に移送し
ました。

今回の共同調査に加え、今後は仙台湾沿岸域での漁場
環境調査や魚介類資源調査など、東日本大震災からの水
産業の復興に役立つ調査研究を実施していきます。

（１）調査地点
【岩手】…北部と南部で最大放流規模だった、以下
の被災ふ化場を選定
・下

しもあっか
安家・気

けせん
仙

【宮城】…被災前に揚水量の多かった、以下のふ化
場を選定
・本
もとよし
吉・南

みなみさんりくちょう
三陸町第二…

（２）調査結果
【岩手】６月20日～ 27日に調査実施
・下安家、気仙ふ化場ともに、揚水量は被災前の
水準に回復可能。塩分も問題なし

【宮城】６月28日～７月４日に調査実施
・本吉ふ化場：近接する上水道井戸との干渉によ
り調査中止
・南三陸町第二ふ化場：揚水量は被災前の水準に
回復可能
・両ふ化場とも塩分混入を確認。とくに、南三陸
町第二ふ化場では地盤沈下で潮の干満による井
戸の水位変動を確認。今後、24時間以上の連続
揚水調査が必要

（３）結果報告
【岩手】…岩手県および岩手県増協には８月３日に
報告書を提出。岩手県増協および岩手県水産技術
センターなどが別途行った井戸調査結果も踏ま
え、施設の復旧整備を進めるとのこと
【宮城】…宮城県には８月２日に報告書を提出。地
盤沈下による影響が懸念されることから、連続揚
水調査を含めた井戸調査の実施を提案。調査実施
に向け対応するとのこと

井戸能力パイロット調査の概要

2011年7月11日　水産総合研究センター　プレスリリースより



図．主要水産物の産地市場単価とA重油単価の推移
　（1990年単価＝100）

（資料：財務省貿易統計および水産物流通統計年報 < 産地主要漁港主要品目別卸売価格 >）
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持
続
可
能
な
漁
業
経
営
に
向
け
て

｜
漁
業
現
場
で
の
取
り
組
み
｜

漁
業
経
営
の
改
善

特 集

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

こ
の
言

葉
は
、
１
９
９
２
年
の
国
連
地
球
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
と
て
も

大
事
な
考
え
方
で
す
。
し
か
し
、
抽
象
的

で
分
か
り
に
く
い
の
で
、
具
体
的
に
漁
業

に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
水

産
資
源
」と
呼
ば
れ
る
魚
や
貝
な
ど
の
生

物
は
、
獲
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、

毎
年
、獲
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

今
の
漁
業
者
が
魚
を
獲
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
、
そ
の
漁
業
者
の
子
ど
も
が
家
業

を
継
い
だ
と
き
に
も
魚
が
ち
ゃ
ん
と
残
っ

て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
を「
水
産
資
源
を
持
続

的
に
利
用
す
る
」と
い
い
ま
す
。

確
か
に
漁
業
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
、

こ
の「
水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
」と
い

う
考
え
方
は
重
要
な
の
で
す
が
、
実
は
そ

れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
最
近
、
石
油

価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
、
石
油
で
作
ら
れ

る
ロ
ー
プ
な
ど
の
価
格
も
上
が
っ
て
い
る

一
方
で
、魚
の
値
段
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
同
じ
量
の
魚

を
獲
っ
た
と
し
て
も
、
燃

油
代
の
上
昇
や
魚
価
の
低

下
で
利
益
は
減
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
利
益
が
減
ら

な
い
よ
う
な
漁
業
の
や
り

方
、
つ
ま
り
安
定
的
な
漁

業
経
営
を
考
え
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
お
い
し
く
て
栄
養
の
あ
る
水

産
物
を
毎
年
、
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め

に
も
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

水
産
資
源
の
持
続
的
利
用
と
安
定
的
な
漁

業
経
営
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
手
段
を
常

に
考
え
て
い
ま
す
。

水
産
業
に
は
大
き
く
分
け
て
漁
業
と
養

殖
業
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
２
つ
の
大
き

持
続
可
能
な
開
発
だ
け
で
は

漁
業
は
成
り
立
た
な
い



特 集　漁業経営の改善

漁　業
海や川に生息する魚介類を網や釣
りなどの漁法で獲る

ま き 網
大きな網で群れ全体を包囲して獲る

【関連記事】9 ～11 ページ

ひ き 網
袋状の網を船や人力でひいて獲る

【関連記事】12 ～15 ページ

は え 縄
一本の長い縄に釣り針の付いた細い縄をたくさん結びつけたも
のを海に流して魚がかかるのを待つ

【関連記事】16 ～18 ページ

刺 し 網 横に長い網を海の中に壁のようにつないで沈めて、その網の目
に魚が刺さったり絡まったりするのを待つ

釣 り
大きな竿を使うかつお一本釣りから、長い糸と針しか使わない
手釣り、餌に似せた針をたくさんつけた糸を上下させるイカ釣
りなどさまざまな釣り方がある

棒 受 け 網 明かりや餌などで魚を集め、船と並行に送り出した長い棒と船
の間に張り渡した網ですくって獲る。サンマ棒受け網が有名

定 置 網 おもりと浮きを使って海の中に網の壁による迷路のようなもの
を作り、魚を迷い込ませて獲る

養 殖 業
いけすなどを使って魚介類や海藻
などを育てる

魚 類 養 殖 水面に浮かべたいけすの中に稚魚を入れ、餌をやって育てる

貝 類 養 殖
いかだや浮きを使って海中に稚貝をつるし、育てる

【関連記事】18 ～19 ページ

藻 類 養 殖 海の表層にロープを張ったり網を広げたりして、そこに海藻の
芽をつけて、育てる

■ 漁業・養殖業の主な種類
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な
違
い
は
、
自
然
の
海
や
川
の
中
に
い
る

も
の
を
獲
る
の
が
漁
業
で
、
自
分
で
種
付

け
し
た
海
藻
や
購
入
し
て
き
た
稚
魚
や
稚

貝
を
大
き
く
な
る
ま
で
育
て
て
出
荷
す
る

の
が
養
殖
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
の
漁
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
漁
法
が
あ

り
、
さ
ら
に
同
じ
漁
法
で
も
、
船
の
大
き

さ
や
対
象
と
す
る
魚
種
の
違
い
に
よ
り
、

多
種
多
様
な
漁
業
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
養
殖
業
は
餌
を
や
っ
て
育
て
る
魚

類
養
殖
と
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
自
然
の
餌

を
利
用
す
る
貝
類
養
殖
、
水
中
の
栄
養
分

を
吸
収
さ
せ
る
藻
類
養
殖
が
あ
り
ま
す
。

経
営
改
善
は
養
殖
業
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
特
集
で
は
、
浮
き
や
ロ
ー
プ

を
使
っ
て
海
中
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
つ
る
し

て
養
殖
す
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
業
に
つ
い

て
取
り
上
げ
る
ほ
か
、
15
ト
ン
未
満
の
比

較
的
小
さ
な
漁
船
を
使
っ
て
袋
状
の
網
で

海
の
底
を
ひ
い
て
魚
を
獲
る
小
型
底
び
き

網
漁
業
、
大
き
な
網
で
群
れ
全
体
を
包
囲

し
て
獲
る
ま
き
網
漁
業
の
中
で
、
１
０
０

ト
ン
前
後
の
大
型
の
漁
船
を
使
う
大
中
型

ま
き
網
漁
業
、
日
本
の
２
０
０
カ
イ
リ
水

域
内
で
、
１
本
の
長
い
縄
に
釣
り
針
の
付

い
た
細
い
縄
を
た
く
さ
ん
結
び
つ
け
て
ま

ぐ
ろ
類
な
ど
が
か
か
る
の
を
待
つ
近
海
ま

ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
に
つ
い
て
、
安
定
的
な

漁
業
経
営
を
進
め
る
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

安
定
的
な
漁
業
経
営
に
向
け
て

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
利
益
を
増

や
す
方
法
は
２
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
魚

の
売
上
代
金（
水
揚
げ
金
額
と
い
い
ま
す
）

を
増
や
す
か
、
燃
油
代
、
餌
代
な
ど
の
費

用
を
減
ら
す
か
で
す
。

実
は
水
揚
げ
金
額
を
増
や
す
に
は
、
漁

獲
量
を
増
や
す
方
法
と
、
同
じ
漁
獲
量
で

も
高
い
値
段
で
売
る
と
い
う
２
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、漁
獲
量
を
増
や
せ
ば「
水

産
資
源
の
持
続
的
利
用
」が
で
き
な
い
場

合
も
多
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
高

い
値
段
で
売
れ
る
よ
う
に
す
る
方
法
を
中

心
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
主
力
漁
業
の
一
つ
に
、
ま
き
網

漁
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
漁
業
は
イ
ワ
シ

や
ア
ジ
、
サ
バ
な
ど
の
魚
群
を
探
索
し
、

大
き
な
網
で
群
れ
全
体
を
包
囲
し
て
獲
る

効
率
的
な
漁
法
で
、
皆
さ
ん
が
ア
ジ
や
サ



単船方式のまき網船

小型底びき網漁船
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バ
を
安
い
値
段
で
買
え
る
の
も
こ
の
漁
法

の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
漁
業
で
は
魚
群
探

索
を
専
門
に
行
う「
探
索
船
」、
網
を
入

れ
て
魚
を
獲
る「
網
船
」、
漁
獲
し
た
魚

の
漁
港
ま
で
の
運
搬
を
専
門
に
行
う「
運

搬
船
」が
分
業
し
、
漁
獲
か
ら
水
揚
げ
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
効
率
的

な
漁
法
で
も
、
燃
油
高
や
魚
価
安
に
対
応

す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
網
船
と
運

搬
船
の
機
能
を
兼
ね
、
網
を
上
げ
る
作
業

を
す
る
要
員
を
削
減
で
き
る
新
型
の
網
上

げ
機
な
ど
を
装
備
し
た
網
船
兼
運
搬
船
を

開
発
し
、
従
来
の
４
～
５
隻
船
団
か
ら
２

隻
に
、
そ
し
て
さ
ら
に
１
隻
だ
け
で
操
業

で
き
る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。
最
新
の

技
術
を
使
っ
て
も
船
団
隻
数
を
減
ら
す
と

漁
獲
量
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
船
の

隻
数
を
減
ら
す
こ
と
で
経
費
は
そ
れ
以
上

に
減
る
の
で
、
利
益
は
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
漁
獲
対
象
魚
種
の
資
源

が
悪
化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
資
源
に
対

す
る
悪
影
響
を
減
少
さ
せ
る
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し
い
網
船
兼
運

搬
船
に
は
従
来
な
か
っ
た
冷
凍
設
備
を
つ

け
て
高
い
値
段
で
売
れ
る
新
鮮
な
冷
凍
品

の
製
造
を
行
う
な
ど
、
販
売
価
格
を
上
げ

る
試
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
費
用
の
削
減
や

販
売
価
格
向
上
の
取
り
組
み
を
、
ま
き
網

漁
業
だ
け
で
な
く
、
底
び
き
網
漁
業
、
い

か
釣
り
漁
業
、
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
、
か

つ
お
一
本
釣
り
漁
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

漁
業
種
類
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

成
果
は
、
実
際
の
漁
業
現
場
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
国
が
行
う
漁

業
者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
も
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
水
産
庁

の「
漁
業
構
造
改
革
総
合
対
策
事
業
」で

は
、
各
地
の
漁
業
地
域
に
お
い
て
、
漁
業

者
、加
工
流
通
業
者
、地
元
行
政
、金
融
、

造
船
お
よ
び
学
識
経
験
者
な
ど
の
関
係
者

が
収
益
性
向
上
を
目
的
と
し
て
漁
獲
か
ら

製
品・出
荷
ま
で
の
改
革
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
改
革
計
画
が
認
定
さ
れ
る
と
、
国
の

支
援
策
が
受
け
ら
れ
ま
す
。具
体
的
に
は
、

改
革
計
画
に
沿
っ
た
実
証
事
業
の
実
施
に

必
要
な
費
用（
用
船
料
、
燃
油
費
、
資
材

費
な
ど
）に
つ
い
て
、
最
高
３
年
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
る

国
の
漁
業
者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を

利
用
す
る
場
合
も
、
漁
業
者
自
ら
の
力
で

私
た
ち
の
開
発
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
く
場
合
も
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
漁
業
技

術
や
販
売
手
法
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
今
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
漁
業
者
に
は
長
い
時

間
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
自
信
と
プ
ラ
イ

ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
誇
り
あ
る
や
り
方

を
変
え
て
い
く
に
は
、
勇
気
と
覚
悟
が
必

要
な
の
で
す
。私
た
ち
は
漁
業
の
現
場
で
、

漁
業
者
の
誇
り
を
尊
重
し
つ
つ
、
粘
り
強

く
相
談
に
乗
り
な
が
ら
、
水
産
資
源
の
面

か
ら
も
漁
業
経
営
の
面
か
ら
も
漁
業
を
持

続
的
に
続
け
ら
れ
る
方
法
を
こ
れ
か
ら
も

考
え
て
い
き
ま
す
。
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図1．従来の大中型まき網操業

●船団構成
網 船 1 隻

運 搬 船 2 隻

探 索 船 1 隻

乗組員数 55 ～ 60 人
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漁
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

一
口
に
漁
業
と
い
っ
て
も
、
小
型
船
一

隻
で
行
う
も
の
か
ら
大
型
船
数
隻
が
船
団

を
組
ん
で
行
う
も
の
ま
で
規
模
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
ま
た
、
漁
業
の
種
類
も
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
、
単
純
に
い
っ

て
し
ま
え
ば
、「
も
う
け
＝
ビ
ジ
ネ
ス
か

ら
得
た
売
り
上
げ
︱
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
け
た

費
用
」と
い
う
式
の
中
で
、
何
に
ど
れ
だ

け
の
費
用
を
投
入
し
、
ど
れ
だ
け
の
売
り

上
げ
を
上
げ
、
も
う
け
を
出
そ
う
と
す
る

の
か
と
い
う
設
計
の
こ
と
で
す
。

多
く
の
売
り
上
げ
を
得
る
た
め
に
多
額

の
費
用
を
投
入
す
る
漁
業
と
、
売
り
上
げ

は
少
な
く
て
も
少
額
の
費
用
で
済
む
漁
業

と
い
う
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
と
い
え
ま

す
。

従
来
型
の
特
徴

ま
き
網
は
漁
業
の
中
で
も
必
要
な
費
用

の
大
き
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
大
中
型
ま
き
網
漁
業
は
そ
の
最
た
る
も

の
で
す（
図
１
）。
こ
の
場
合
、
多
額
の

費
用
は
何
に
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
と
、
漁
具
、
船
、
人
件
費
、
燃
油
な

ど
に
な
り
ま
す
。

通
常
、
大
中
型
ま
き
網
は
、
網
を
積
ん

だ
網
船（
１
３
５
ト
ン
未
満
）
１
隻
、
魚

群
を
探
す
探
索
船（
灯ひ
ぶ
ね船

と
も
い
い
ま
す
）

（
２
０
０
ト
ン
前
後
）
１
～
２
隻
、
漁
獲

物
の
運
搬
船（
２
０
０
～
３
０
０
ト
ン
）

１
～
３
隻
の
計
３
～
６
隻
で
船
団
を
組
ん

で
操
業
し
ま
す
。
乗
組
員
数
は
全
体
で
45

～
60
人
で
、
１
航
海
あ
た
り
の
日
数
は
、

東
シ
ナ
海
・
黄
海
や
北
部
太
平
洋
海
域
で

は
20
～
25
日
で
す
。
操
業
は
、
探
索
船
が

魚
群
を
発
見
し
た
ら
網
船
が
網
を
入
れ
て

魚
群
を
取
り
囲
み
、
網
を
ま
き
終
わ
っ
た

ら
網
底
を
ま
き
締
め
て
魚
を
集
め
、
運
搬

船
に
積
み
込
み
ま
す
。
１
回
の
操
業
は
２

時
間
程
度
で
、１
日
に
数
回
操
業
し
ま
す
。

大
中
型
で
使
う
ま
き
網
漁
具
は
、
長
さ

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
２
０
０
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
巨
大
な
も
の
な
の
で
１
億

円
近
く
し
ま
す
。
ま
た
、前
記
の
と
お
り
、

ま
き
網
漁
業
で
は
網
を
使
う
船
以
外
に
、

獲
れ
た
魚
を
港
ま
で
運
搬
す
る
船
や
、
魚

群
を
探
索
す
る
船
な
ど
で
船
団
を
組
ん
で

い
る
の
が
普
通
な
の
で
、
船
の
建
造
に
も

お
金
が
か
か
り
ま
す
。
船
が
多
く
な
れ
ば

乗
組
員
も
増
え
る
の
で
人
件
費
、
船
を
動

か
す
燃
油
代
金
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。
ほ

か
に
も
大
き
な
網
を
引
き
上
げ
る
油
圧
機

械
、
魚
群
を
探
す
た
め
の
魚
群
探
知
機
・

ソ
ナ
ー
な
ど
に
も
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
う
い
っ
た
装
備
を
備
え
た
船

団
な
ら
ば
、
一
度
に
何
百
ト
ン
も
の
魚
を

獲
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
つ
ま
り
大
中
型

ま
き
網
漁
業
は
多
く
の
費
用
を
多
く
の
漁

獲
で
回
収
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

大
中
型
ま
き
網
漁
業
の

ミ
ニ
船
団
化
お
よ
び
単
船
化



図2．大中型まき網のミニ船団

●船団構成
運 搬 機 能 を 備 え た 網 船 1 隻

探索機能を備えた運搬船 1 隻

乗 組 員 数 28 人

●船団構成
運 搬 機 能 を 備 え た 網 船 1 隻

乗 組 員 数 16 ～ 18 人

ミニ船団方式単 船 方 式
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新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
必
要

一
時
は
前
項
の
よ
う
な
や
り
方
で
大
き

な
利
益
を
上
げ
た
大
中
型
ま
き
網
漁
業
で

す
が
、
近
年
、
も
う
け
が
出
に
く
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
ま
ず
、
魚
そ

の
も
の
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
思

う
よ
う
に
漁
獲
が
伸
び
ず
、
水
揚
げ
金
額

が
減
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
燃
料
費

や
人
件
費
な
ど
の
高
騰
で
費
用
が
増
え
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

大
中
型
ま
き
網
で
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
そ
れ
が「
ミ
ニ
船
団
化
」と
、
そ
れ

を
さ
ら
に
進
め
た「
単
船
化
」で
す
。
す

な
わ
ち
、
従
来
式
の
船
団
を
縮
小
し
、
２

隻
体
制（
ミ
ニ
船
団
）あ
る
い
は
1
隻
体

制（
単
船
化
）に
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を

減
ら
し
、
少
な
い
漁
獲
で
も
も
う
け
を
上

げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

と
は
い
え
、
こ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が

机
上
の
プ
ラ
ン
通
り
に
成
功
す
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
の
漁
業
者
が
こ
れ
に

直
接
取
り
組
む
に
は
、
非
常
に
大
き
な
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
実
証

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ニ
船
団
化
の
実
証

ミ
ニ
船
団
の
実
証
試
験
は
２
０
０
０
年

度
か
ら
２
０
０
５
年
度
に
か
け
て
、
網
船

「
北
勝
丸
」と
運
搬
船「
第
35
福
吉
丸
」を

借
り
上
げ
て
行
い
ま
し
た（
図
２
）。

ミ
ニ
船
団
方
式
で
は
、
こ
れ
ま
で
４
～

５
隻
で
担
っ
て
い
た
役
割
を
す
べ
て
網
船

と
運
搬
船
の
２
隻
だ
け
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
隻
数
が
減
っ
て
低
下
し
た
戦
力

を
、
い
か
に
工
夫
し
て
補
う
か
が
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
成
功
の
鍵
で
し
た
。
以
下
に

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

①
魚
群
探
索
：
隻
数
が
減
っ
て
魚
群
発
見

率
が
減
る
の
を
補
う
た
め
衛
星
情
報
を
活

用
し
て
漁
場
探
索
範
囲
を
絞
り
込
む
技
術

の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

②
魚
群
追
尾
：
発
見
し
た
魚
群
を
追
尾
す

る
の
は
通
常
探
索
船
の
役
割
で
す
が
、
ミ

ニ
船
団
で
は
運
搬
船
の
操
縦
性
能
を
高
め

て
こ
の
役
割
を
担
わ
せ
ま
し
た
。

新
し
い
操
業
実
態
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
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図3．年度別販売金額の推移（ミニ船団）
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試
行
錯
誤
を
重
ね
、
使
え
る
シ
ス
テ
ム
を

作
り
上
げ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
結

果
、
投
資
額
に
見
合
っ
た
水
揚
げ
を
射
程

圏
に
と
ら
え
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た（
図

３
）。
こ
の
実
証
化
の
成
果
は
、
民
間
漁

業
者
に
高
く
評
価
さ
れ
、
４
船
団
が
２
隻

体
制
へ
と
転
換
し
ま
し
た
。

単
船
化
の
実
証

そ
の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ミ
ニ
船

団
化
を
さ
ら
に
進
め
た「
単
船
化
」に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
度
か
ら

２
０
１
０
年
度
ま
で
、
運
搬
機
能
を
持
つ

新
世
代
型
の
ま
き
網
船「（
新
）北
勝
丸
」

に
よ
り
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た（
写
真
）。

①
漁
獲
物
の
単
価
向
上
：
単
船
方
式
で

は
、
漁
獲
物
を
自
船
で
運
搬
す
る
た
め
、

漁
場
に
い
ら
れ
る
時
間
が
短
く
な
り
、
そ

の
分
漁
獲
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
損
失
を
補
う
た
め
、
漁
獲
物
を

高
い
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
サ
バ
は
通
常
は
生
で
水

揚
げ
さ
れ
る
の
で
す
が
、
網
船
の
持
つ
冷

凍
能
力
を
生
か
し
て「
沖
締
め
凍
結
サ
バ

製
品
」を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
製
品
は
獲

れ
た
ば
か
り
の
サ
バ
を
急
速
凍
結
す
る
た

め
鮮
度
が
高
く
、
刺
し
身
で
利
用
で
き
ま

す
。
こ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
単
価
が
向
上

し
ま
し
た
。

②
人
件
費
の
低
減
：
ま
き
網
で
は
、
海
か

ら
上
が
っ
て
く
る
網
の
整
理
に
多
く
の
人

手
を
要
し
ま
す
。
こ
の
部
分
を
機
械
化
し

て
人
件
費
を
低
減
す
る
た
め
、
網
の
整
理

を
補
助
す
る
機
械
を
開
発
し
ま
し
た
。
単

船
化
し
た
時
点
で
大
き
く
人
件
費
を
削
減

で
き
ま
す
が
、
こ
の
機
械
に
よ
り
さ
ら
に

乗
組
員
を
1
人
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
年
に
よ
る
変

動
は
あ
る
も
の
の
、
採
算
ラ
イ
ン
に
近
い

水
揚
げ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
図
４
）。
こ
の
結
果
を
受
け
、
す
で
に
民

間
の
１
船
団
が
１
隻
体
制
で
操
業
を
始
め

て
い
ま
す
。



写真1．小型底びき網漁船
　　　（島根県和

わ え

江漁港に入港する幸誠丸）

図1．かけまわし漁法の模式（漁具投入①）
図2．かけまわし漁法の模式（漁具投入②）

ここで方向転換

ひきづな
投入

山：
ひきづなの
重い部分

このあと
網を投入

船

最初にブイを投入

ひきづな
投入

山：
ひきづなの
重い部分

船

ひきづな投入後
ブイを回収して
網をひく

もう一本の
ひきづな投入

網

山

ブイ
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小
型
底
び
き
網
漁
業
と
は

総
ト
ン
数
15
ト
ン
未
満
の
比
較
的
小
さ

な
漁
船
を
使
っ
た「
小
型
底
び
き
網
漁
業
」

（
写
真
１
）は
、
全
国
37
の
道
府
県
で
１
万

隻
以
上
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
合
計
の
漁
獲
量
は
年
間
46
万
ト
ン
で
、

日
本
の
漁
業
生
産
量
の
１
割
以
上
を
占
め

る
重
要
漁
業
の
ひ
と
つ
で
す（
２
０
１
１

年
農
林
水
産
省
統
計
）。

こ
の
漁
業
で
行
わ
れ
る「
底
び
き
網
漁

法
」は
、
海
底
付
近
に
す
む
魚
介
類
を
漁

獲
す
る
た
め
に
、長
い
ロ
ー
プ
を
用
い
て
、

海
底
に
降
ろ
し
た
袋
状
の
網
を
ひ
く
漁
法

で
す
。
こ
の
漁
法
で
は
、
多
く
の
魚
を
効

率
よ
く
獲
る
た
め
に
袋
状
の
網
の
入
り
口

を
横
に
大
き
く
広
げ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
い

く
つ
か
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、網あ
み
ぐ
ち口

に
板（
オ
ッ

タ
ー
ボ
ー
ド
）を
取
り
付
け
て
水
の
抵
抗

で
網
を
開
く「
板
び
き
網（
オ
ッ
タ
ー
ト

ロ
ー
ル
）
漁
法
」、
２
隻
の
船
で
網
口
を

広
げ
な
が
ら
ひ
く「
２
そ
う
び
き
漁
法
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
最
も
広
く
行

わ
れ
て
い
る
の
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る

「
か
け
ま
わ
し
」と
い
う
漁
法
で
す
。

か
け
ま
わ
し
は
１
隻
の
船
で
行
う
も
の

で
、
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後
に
も
及
ぶ

長
い
ロ
ー
プ（
ひ
き
づ
な
）２
本
を
用
い
、

ひ
き
づ
な
→
網
→
ひ
き
づ
な
の
順
に
、
船

と
網
を
対
角
線
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
点
と

し
た
ひ
し
形
を
描
く
よ
う
に
漁
具
を
投
入

し
ま
す（
図
１
、２
）。
も
う
１
本
の
対
角

線
の
頂
点
を
構
成
す
る
の
は
、
ひ
き
づ
な

の「
山
」と
呼
ば
れ
る
部
分
で
、ワ
イ
ヤ
ー

入
り
の
ロ
ー
プ
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど
が
使
わ

れ
、
ひ
き
づ
な
の
ほ
か
の
部
分
よ
り
重
く

な
っ
て
い
ま
す
。
網
を
ひ
く
に
つ
れ
て
、

左
右
の「
山
」が
踏
ん
張
り
な
が
ら
少
し

小
型
底
び
き
網
漁
業
に
お
け
る

経
費
削
減
の
た
め
の
漁
具
開
発
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図3．かけまわし漁法の模式
　　（網をひき、つなを巻き、最後に網をあげる）

船

ひきづなを巻き取る

網

山

山

網をひく

最後に網をあげる

和江漁港

島根県

調査海域

わ え

■ 実際に調査を行った島根県西部海域
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ず
つ
間
隔
が
狭
ま
る
こ
と
で
、
徐
々
に
魚

を
網
の
前
に
駆
り
集
め
、
網
内
に
追
い
込

ん
で
い
き
ま
す（
図
3
）。そ
し
て
最
後
は
、

両
方
の
ひ
き
づ
な
を
同
時
に
巻
き
取
っ

て
、
網
を
船
内
に
取
り
込
み
ま
す
。

か
け
ま
わ
し
は
、
ほ
か
の
板
び
き
や
２

そ
う
び
き
に
比
べ
て
比
較
的
簡
単
な
装
備

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
分
、

小
型
船
で
は
機
械
化
が
進
ん
で
い
な
い
場

合
も
多
く
、
同
規
模
の
ほ
か
の
底
び
き
網

漁
法
に
比
べ
て
、
よ
り
多
く
の
人
手
を
要

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

島
根
県
の
例

島
根
県
は
、
小
型
船
に
よ
る
か
け
ま

わ
し
が
盛
ん
な
地
域
の
ひ
と
つ
で
、
56
隻

（
２
０
０
９
年
現
在
）
の
小
型
か
け
ま
わ

し
漁
船
が
操
業
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

で
は
、
近
年
、
資
源
水
準
の
低
迷
な
ど
に

よ
る
経
営
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
県
と

島
根
県
小
型
底
び
き
船
協
議
会
の
漁
業
者

の
皆
さ
ん
が
共
同
し
て
、
漁
具
漁
法
や
流

通
の
改
善
と
、
漁
船
隻
数
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
漁
具
漁
法
の
改
善
は
、
漁

具
の
取
り
込
み
に
要
す
る
作
業
量
を
軽
減

し
、
乗
組
員
数
を
現
状
の
６
人
か
ら
５
人

に
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
大
が

か
り
な
機
械
化
を
要
し
な
い
た
め
、
新
た

な
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
な
く
、
漁
業
経

費
の
多
く
を
占
め
る
人
件
費
を
約
15
％
削

減
で
き
る
た
め
、
収
益
性
改
善
の
効
果
が

高
い
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
島
根
県
や
同
県
の
漁
業
者
の
要
望
を

受
け
て
、
次
の
よ
う
に
漁
具
の
開
発
を
行

い
ま
し
た
。

漁
具
の
開
発
経
緯

現
在
、
島
根
県
の
小
型
か
け
ま
わ
し
漁

船
で
使
わ
れ
て
い
る
漁
具
は
、
１
８
０
０

メ
ー
ト
ル
の
ひ
き
づ
な
２
本
の
そ
れ
ぞ
れ

に「
山
」が
１
カ
所
ず
つ
あ
る
一
山
タ
イ

プ
の
も
の
で
す
。「
山
」
の
位
置
は
、
操

業
水
深
な
ど
の
関
係
で
、
ひ
き
づ
な
の
中

央
で
は
な
く
網
側
に
偏
っ
て
お
り
、「
非

対
称
」の
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
2
と
3
を
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。

漁
具
の
投
入
に
際
し
て
、
最
初
に
ブ
イ
を

取
り
付
け
て
投
入
す
る
ひ
き
づ
な
の
片
端

は
、
ひ
き
づ
な
を
巻
き
取
る
際
に
最
初
に

船
内
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
ひ
き
づ
な
を
巻
き
取
る

に
つ
れ
、
ブ
イ
を
取
り
付
け
て
い
た
ひ

き
づ
な
の
端
が
下
に
な
り
、
そ
の
上
に

１
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
が
積
み
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先
に
述
べ



図4．二山タイプのかけまわし漁具の模式

図5．操業の進行に伴うかけまわし漁具の姿勢変化
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た
よ
う
に
、
島
根
県
の
漁
具
は
ひ
き
づ
な

が
非
対
称
構
造
で
あ
る
た
め
、
次
回
の
漁

具
投
入
前
に
、
ひ
き
づ
な
を
引
っ
繰
り
返

し
て
、
ブ
イ
を
取
り
付
け
る
側
か
ら
ス

ム
ー
ズ
に
ひ
き
づ
な
が
出
て
行
く
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
た
め
の
作
業
に

１
人
か
２
人
が
掛
か
り
き
り
に
な
る
の
で

す
。そ

こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
き
づ

な
の
ブ
イ
に
結
ば
れ
た
端
が
下
に
な
っ
て

も
、
上
に
な
っ
た
も
う
一
方
の
端
に
ブ
イ

を
取
り
付
け
直
し
て
そ
の
ま
ま
投
入
で
き

る
よ
う
、
対
称
構
造
の
漁
具
を
開
発
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
と

す
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
地
元
と
協
議
し
、
二
山

タ
イ
プ
を
採
用
し
ま
し
た（
図
４
）。

こ
の
タ
イ
プ
は
、「
山
」
を
２
カ
所
に

設
け
る
こ
と
で
ひ
き
づ
な
の
両
端
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の「
山
」ま
で
の
長
さ
が
同
じ
に

な
る
た
め
、
操
業
ご
と
に
２
つ
の「
山
」

が
交
互
に
働
い
て
、
ひ
き
づ
な
を
引
っ
繰

り
返
す
作
業
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

漁
具
開
発
の
手
法

か
け
ま
わ
し
漁
具
は
、操
業
が
進
行
し
、

２
本
の
ひ
き
づ
な
が
左
右
か
ら
寄
る
に
つ

れ
て
網
口
の
左
右
幅
が
次
第
に
狭
ま
っ

て
、
網
口
高
さ
が
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す

（
図
5
）。
こ
の
よ
う
な
漁
具
の
姿
勢
変

化
が
な
め
ら
か
に
進
行
す
る
漁
具
で
な
け

れ
ば
、
う
ま
く
魚
は
獲
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
漁
具
を
作
る
た

め
に
は
、
漁
具
の
姿
勢
や
動
き
を
き
ち
ん

と
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
か
け

ま
わ
し
漁
具
は
、
ひ
き
づ
な
が
非
常
に
長

く
、
網
の
姿
勢
変
化
が
極
端
に
大
き
い
た

め
、
漁
具
の
姿
勢
や
動
き
を
計
測
で
き
る

機
器
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
従
来

の
漁
具
開
発
は
、
試
行
錯
誤
で
行
わ
れ
、

非
効
率
な
う
え
に
、
本
当
に
最
適
な
漁
具

が
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
さ
え

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
小
型
流
速
計
と

小
型
水
深
計（
写
真
２
）で
網
の
動
き
を

計
測
す
る
こ
と
で（
図
6
）、
網
と
ひ
き

づ
な
の
姿
勢
変
化
を
類
推
し
、
効
率
的
な

漁
具
開
発
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

漁
具
の
開
発
結
果

２
０
０
９
年
と
２
０
１
０
年
の
２
カ

年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
３
カ
月
間
を
か
け

て
、
地
元
の
漁
船
を
使
っ
て
漁
具
の
開
発

と
効
果
の
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ひ
き
づ
な
を
引
っ
繰
り



特 集　漁業経営の改善

図6．網をひく船の速度、網の速度および網口の高さの変化

図7．島根県小型底びき網漁船のうち、最も漁獲金額が
高かった船に対する漁獲金額比率
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返
す
作
業
が
不
要
と
な
り
、
１
人
少
な
い

人
数
で
操
作
可
能
な
漁
具
が
完
成
し
ま
し

た
。こ
の
漁
具
を
使
っ
て
操
業
し
た
結
果
、

こ
の
海
域
で
利
用
さ
れ
る
２
種
類
の
漁
場

の
ど
ち
ら
で
も
、
従
来
の
漁
具
を
使
っ
て

い
る
ほ
か
の
船
に
比
べ
て
平
均
以
上
の
水

揚
げ
が
得
ら
れ
て
お
り（
図
7
）、
こ
の

漁
具
が
漁
業
の
現
場
で
実
用
可
能
な
こ
と

を
証
明
し
ま
し
た
。

開
発
し
た
漁
具
の
ひ
き
づ
な
に
は
、
山

の
部
分
に
ワ
イ
ヤ
ー
入
り
ロ
ー
プ
を
使
っ

て
い
ま
す
。
従
来
の
漁
具
で
は
、
こ
の
部

分
に
チ
ェ
ー
ン
が
使
わ
れ
て
お
り
、
揚
げ

降
ろ
し
作
業
に
は
危
険
を
伴
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
点
、
ワ
イ
ヤ
ー
入
り
ロ
ー
プ
は

チ
ェ
ー
ン
に
比
べ
て
安
全
に
取
り
扱
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ロ
ー
プ
は
従
来
の

ロ
ー
プ
と
チ
ェ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
よ
り

も
少
し
割
高
で
す
が
、
約
２
年
で
消
耗
す

る
通
常
の
構
成
の
ひ
き
づ
な
よ
り
長
持
ち

で
、
３
年
程
度
使
え
る
た
め
、
結
局
、
漁

具
に
か
か
る
経
費
に
大
き
な
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の
漁
具
を
使
っ

て
１
人
分
の
人
件
費
を
削
減
す
る
こ
と

が
、
そ
の
ま
ま
経
費
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
に
、
こ
の
開
発
結
果
を
地
元

に
報
告
す
る
だ
け
で
な
く
、
調
査
に
使
用

し
た
漁
具
そ
の
も
の
を
地
元
漁
業
者
の
皆

さ
ん
に
開
放
し
て
お
り
、
各
漁
業
者
が
実

際
に
使
っ
て
み
る
こ
と
で
こ
の
漁
具
の
良

さ
へ
の
認
識
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

現
在
使
用
し
て
い
る
漁
具
の
更
新
を
機
会

に
、
開
発
し
た
漁
具
の
導
入
が
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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図2．海青丸と従来船との年間水揚げ量の経年推移
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状
海
水
氷
、
居
住
区
の
天
井
を
高
く
す
る

な
ど
の
新
機
軸
を
盛
り
込
ん
だ
次
世
代

型
近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
船「
海
青
丸
」

が
、
気
仙
沼
遠
洋
漁
業
協
同
組
合
に
よ
り

２
０
０
６
年
６
月
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
、
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
年
９
月
か
ら

２
０
１
０
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
り

こ
の
船
を
借
り
上
げ
て
実
証
試
験
を
実
施

し
ま
し
た（
写
真
、
図
１
）。

気
仙
沼
地
区
の
近
海
ま
ぐ
ろ
は
え

縄
漁
船
は
、
１
９
８
５
年
こ
ろ
ま
で
は

１
０
０
隻
が
操
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
１
０
年
に
は
18
隻
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。
同
漁
業
に
よ
る
水
揚
げ
量
は

２
０
０
９
年
度
現
在
で
ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ
が

全
体
の
63
％
、
メ
カ
ジ
キ
が
16
％
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
水
揚
げ
金
額
で
は
、
ヨ
シ

キ
リ
ザ
メ
が
全
体
の
38
％
に
対
し
、
メ
カ

ジ
キ
は
48
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
メ
カ
ジ

キ
は
、水
揚
げ
数
量
お
よ
び
金
額
と
も
に
、

当
地
の
近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
を
支
え

る
重
要
資
源
で
あ
る
と
同
時
に
気
仙
沼
で

の
水
揚
げ
量
は
全
国
の
70
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

調
査
の
成
果

①
操
業
の
効
率
化

従
来
は
、
は
え
縄
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
、
船
べ
り
に
巻
き
取
り
機
を
設
置
し
、

そ
こ
に
２
人
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
後
引
き

上
げ
ら
れ
た
縄
は
ド
ラ
ム
に
巻
き
取
ら

れ
、
そ
こ
で
も
１
人
必
要
で
し
た
。

こ
の
二
つ
の
機
械
の
機
能
を
一
つ
に

ま
と
め
て
、
従
来
の
幹み
き
な
わ縄

の
素
材
で
あ
る

繊
維
を
編
み
込
ん
だ
ロ
ー
プ
か
ら
ナ
イ
ロ

ン
の
単
一
繊
維
で
あ
る
モ
ノ
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
に
替
え
て
、
こ
れ
を
直
接
巻
き
込
む
直

巻
き
モ
ノ
フ
ィ
ラ
リ
ー
ル
と
い
う
機
械
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
試
験
に

よ
り
、
２
人
少
な
い
人
員
で
も
操
業
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。
針

数
は
、
従
来
船
の
85
％
程
度
に
相
当
す
る

３
０
０
０
本
で
操
業
を
行
い
ま
し
た
。
乗

組
員
が
直
巻
き
モ
ノ
フ
ィ
ラ
リ
ー
ル
操
作

に
習
熟
し
た
こ
と
に
よ
り
、
漁
獲
量
は
従

来
船
平
均
の
約
90
％
に
相
当
す
る
４
０
０

ト
ン
に
達
す
る
な
ど
、
生
産
能
力
は
期
待

さ
れ
た
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。

②
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
海
水
氷
に
よ
る

　メ
カ
ジ
キ
の
高
付
加
価
値
化

釣
り
上
げ
た
後
、
従
来
は
氷
を
入
れ
た

海
水
が
入
っ
た
魚ぎ
ょ
そ
う艙

に
魚
を
保
管
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
た
に
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の

氷
に
変
更
す
る
こ
と
で
、メ
カ
ジ
キ
で
は
、

従
来
よ
り
も
魚
体
中
心
温
度
０
℃
に
要
す

る
時
間
が
10
時
間
早
ま
り
、
す
ば
や
く
冷

却
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た（
図
３
）。

化
学
的
な
分
析
に
お
い
て
も
メ
カ
ジ
キ

に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
氷
の
使
用

に
よ
り
新
鮮
さ
が
氷
蔵
処
理
製
品
よ
り
保

た
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
収
益
性
の
改
善
に
必
要
な
こ
と

メ
カ
ジ
キ
は
、
水
揚
げ
数
量
お
よ
び
金

額
と
も
に
、
当
該
地
区
の
近
海
は
え
縄
漁

業
を
支
え
る
重
要
資
源
で
す
。
メ
カ
ジ
キ

の
価
値
が
気
仙
沼
地
区
近
海
は
え
縄
漁
業

の
収
益
性
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
メ
カ
ジ
キ

は
気
仙
沼
な
ど
の
一
部
の
地
域
で
は
刺
し

身
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
場

気
仙
沼
地
区

近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業



写真．次世代型近海まぐろはえ縄漁船「海青丸」（149トン）

図1．海青丸の特徴とこれまでの成果

居住環境向上

作業甲板の閉
へ い い

囲化 直巻きモノフィラリール

シャーベット状海水氷

枝
えだなわ

縄

針と餌

釣り元ワイヤー

幹
みきなわ

縄 浮
うきなわ

縄

ピン玉

ランプまたは
ラジオブイ

ハンドル
持ち

舵取り

枝縄繰り
幹縄傷見、
幹縄巻き幹縄さばき

スナップはずし

幹縄巻き取り機

モノフィラリール

枝縄リール
幹縄タンク

スナップはずし
ハンドル持ち

舵取り

枝縄繰り

枝縄リール

コンベアー
従来型

海青丸

きずみ

えだなわく

2人少ない人数で
操業が可能

（上図従来型の青文字部分）

1日あたり使用針数3,000本
（目標達成）

安全です天井に余裕があります

生活がしやすく
なっています

Bさん
身長166センチ

Aさん
身長167センチ

従来船 海青丸

◆海青丸の特徴とこれまでの成果

えだなわ
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は
じ
め
に

近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
は
、
国
内
で

の
生
鮮
ま
ぐ
ろ
類
水
揚
げ
量
の
約
60
％
を

占
め
て
お
り
、
ま
ぐ
ろ
類
の
刺
し
身
・
す

し
商
材
の
供
給
を
支
え
る
重
要
な
漁
業
で

す
。し

か
し
、
日
本
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、資
源
の
減
少
や
魚
価
の
伸
び
悩
み
、

燃
油
の
高
騰
、
後
継
者
不
足
な
ど
漁
業
経

営
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
、
近
海
ま

ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
現
状
を
打
開
し
、
将
来
に
わ
た

り
安
定
し
た
操
業
を
継
続
す
る
た
め
の
、

本
漁
業
の
国
内
最
大
基
地
で
あ
る
宮
城
県

気
仙
沼
市
を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
た

結
果
、
省
コ
ス
ト
技
術
や
漁
獲
物
の
付
加

価
値
向
上
な
ら
び
に
船
内
の
居
住
環
境
を

改
善
し
た
新
し
い
構
想
を
取
り
入
れ
た
船

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る
方
策
と
し

て
、
少
人
数
で
も
運
用
可
能
な
直
巻
き
モ

ノ
フ
ィ
ラ
リ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
採
用
、
付

加
価
値
向
上
対
策
と
し
て
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

次
世
代
型
近
海
は
え
縄
船

「
海
青
丸
」の
実
証
調
査
の
軌
跡



写真．付着物を除去する大型の洗浄機
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人
口
減
少
社
会
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
協
業
化

に
向
け
た
輪
番
制
と
大
型
機
器
の
導
入

人
口
減
少
社
会

水
産
業
は
、
決
し
て
漁
業
者
が
一
人
で

や
れ
る
も
の
で
は
な
く
家
族
や
親
戚
、
近

所
の
仲
間
の
助
け
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成

り
立
ち
ま
す
が
、
地
域
の
人
口
が
減
少
す

れ
ば
こ
の
よ
う
な
手
助
け
す
る
人
も
少
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。
あ
る
地
域
で
は
20
年

後
に
は
４
割
も
人
口
が
減
少
す
る
と
い
わ

れ
、
そ
の
こ
ろ
に
は
現
在
の
担
い
手
で
あ

る
高
齢
者
も
リ
タ
イ
ア
し
て
い
て
、
人
手

不
足
の
中
で
の
作
業
は
か
な
り
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
漁
村
に
と
っ
て
人
口
減
少
は

も
っ
と
も
緊
急
の
課
題
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

合
煮
付
け
や
ス
テ
ー
キ
で
食
さ
れ
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。
メ
カ
ジ
キ
を
高
く
売
れ

る
刺
し
身
商
材
と
し
て
普
及
を
推
進
す
る

た
め
に
、「
地
産
地
消
」
の
観
点
か
ら
、

水
揚
げ
地
の
気
仙
沼
に
比
較
的
近
く
、
一

大
消
費
地
で
あ
る
仙
台
市
内
の
量
販
店
の

協
力
を
得
て
刺
し
身
の
試
験
販
売
や
店
頭

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ほ
か
に
、
首
都

圏
な
ど
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
約
７
０
０
０
人
）も

実
施
し
、
消
費
者
の
メ
カ
ジ
キ
に
対
す
る

認
識
や
嗜し
こ
う好

の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
２
０
１
０
年
10
月
29
日
に
気
仙
沼

魚
市
場
で
生
産
者
、
仲
買
人
、
流
通
業
者

な
ど
の
市
場
関
係
者
を
対
象
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
検
討
し
た
結
果
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
良
質
の
製

品
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
関
係
者
間
で
共
有
で
き
た
こ
と

は
こ
の
調
査
の
成
果
で
す
。
以
上
の
よ
う

に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
生
産
か
ら
販
売
流

通
ま
で
を
調
査
の
対
象
と
し
て
、
漁
業
の

活
性
化
に
向
け
た
調
査
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

成
果
の
普
及

こ
の
事
業
の
成
果
を
導
入
し
た
新
造

船
２
隻
が
水
産
庁
の
漁
業
構
造
改
革
対
策

事
業
を
活
用
し
て
建
造
さ
れ
る
と
と
と
も

に
、
既
存
の
近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
船
に

つ
い
て
も
収
益
性
の
改
善
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
気

仙
沼
地
域
は
今
回
の
大
震
災
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
取
り
上

げ
た
収
益
改
善
の
取
り
組
み
が
、
気
仙
沼

地
区
近
海
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
船
の
操
業
の

安
定
に
つ
な
が
り
、
気
仙
沼
復
興
に
役
立

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。



特 集　漁業経営の改善

図1．3漁家世帯による協業化形態（洗浄作業の合理化
と海上作業船の輪番制導入）

従来の操業形態
各漁家3隻が毎日運航

3隻を輪番制で2隻運航
作業割当日数は

従来の3分の2に減少

A毎日運航

B毎日運航

C毎日運航

3日で 2日運航

3日で 2日運航

大
型
洗
浄
機
導
入

ABCが持ち回りで3日に2日運航

図2．協業化によりどのくらいコストが削減されるか（3世帯）
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陸上作業コスト削減額

大型洗浄機価格（300万円）

累
積
削
減
額（
百
万
円
）
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協
業
化
の
効
果

陸
奥
湾
に
面
す
る
青
森
県
む
つ
市
脇
野

沢
村
で
は
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と

県
、
漁
協
が
一
体
と
な
っ
て
協
業
化
に
よ

る
省
力
化
と
労
働
負
荷
の
軽
減
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
協
業
化

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
家
ご
と
に
作
業
を

行
っ
て
い
た
も
の
を
複
数
の
漁
家
が
共
同

し
て
作
業
を
行
い
、
作
業
の
効
率
化
や
コ

ス
ト
の
低
下
を
図
る
取
り
組
み
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
は
稚
貝
の

採
取
か
ら
出
荷
ま
で
た
く
さ
ん
の
作
業
が

あ
り
、
10
人
ほ
ど
の
家
族
や
親
戚
の
手
伝

い
が
必
要
で
す
。
と
く
に
出
荷
作
業
は
、

朝
の
3
時
か
ら
5
時
こ
ろ
ま
で
に
海
上
で

取
り
上
げ
、
陸
上
で
は
7
時
ま
で
に
付
着

物
の
洗
浄
・
出
荷
を
行
う
と
い
う
過
密
な

作
業
で
、
体
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
重

労
働
で
高
齢
者
が
長
時
間
続
け
る
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
3
漁

家
に
よ
る
協
業
化
を
図
り
、
①
陸
上
作
業

の
要
と
な
る
大
型
の
付
着
物
除
去
洗
浄
機

（
写
真
）
を
導
入
し
て
共
同
で
運
用
し
、

②
海
上
で
の
収
穫
に
3
漁
家
で
の
輪
番
制

（
※
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
事
例
で
は
陸
上
で
の
作
業
人
数
と
海
で

の
操
業
日
数
を
そ
れ
ぞ
れ
3
分
の
２
に
減

ら
す
よ
う
な
協
業
形
態
を
考
案
し
ま
し
た

（
図
１
）。

ま
た
、
協
業
化
に
よ
り
漁
家
の
生
産

コ
ス
ト
を
大
き
く
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な

り
、
大
型
の
洗
浄
機
を
新
規
購
入
し
て
も

3
年
程
度
で
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
試
算
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た（
図
２
）。
こ
の
協
業
形
態
を
10
年
間

継
続
し
た
場
合
、
こ
の
間
に
累
積
す
る
経

費
節
約
効
果
は
3
漁
家
合
計
で
７
０
０
万

円
を
超
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

実
証
に
向
け
て

平
成
23
年
度
は
、
大
型
洗
浄
機
を
共
同

購
入
し
、
陸
・
海
に
お
け
る
実
際
の
現
場

で
協
業
操
業
を
実
践
す
る
予
定
で
す
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
一
国
一
城
の
主
で
あ
っ
た

漁
業
者
が
協
業
作
業
を
行
う
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
作
り

も
含
め
て
効
果
的
な
協
業
化
運
営
に
向
け

て
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※輪 番 制 ：これまで1漁家1漁船で毎日操業していたものを、持ち回りで作業する形態。



写真 . ナミハタ
スズキ目ハタ科の魚、琉球列島、インド洋、太
平洋域に分布。全長は 35センチぐらいまで成
長します。八重山地方ではサッコーミーバイと
も呼ばれ、煮付けや唐揚げなどで食されます

西表島
石垣島

竹富島

鳩間島 ヨナラ水道

小浜島

新城島 黒島
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サ
ン
ゴ
礁
に
す
む
魚
の
中
に
は
、
産
卵
す
る

と
き
に
、
あ
る
決
ま
っ
た
場
所
に
集
ま
る
習
性

を
持
つ
種
類
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
産
卵

の
時
だ
け
に
集
ま
っ
た
魚
の
群
れ
を「
産
卵
集

群
」と
い
い
ま
す
。
産
卵
集
群
が
で
き
る
場
所

で
は
、
た
く
さ
ん
の
魚
を
簡
単
に
獲
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
産
卵
前
に
魚
を
獲
っ
て

し
ま
う
と
、
次
の
世
代
の
魚
が
減
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
サ
ン
ゴ
礁
で
も
、
産
卵
集
群
を
作
っ

て
産
卵
す
る
魚
が
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
種
で

あ
る
ナ
ミ
ハ
タ
は
、
沖
縄
で
は
大
切
な
水
産
資

源
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ミ
ハ
タ
の
産

卵
集
群
の
形
成
時
期
と
海
域
は
、
地
元
の
漁
業

者
ら
に
よ
っ
て
経
験
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
産
卵
集
群
の
漁
獲
が
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
ナ
ミ
ハ
タ
の
資
源
量
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
八
重
山
漁
業

協
同
組
合
の
電
灯
潜
り
研
究
会
の
人
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
、
ナ
ミ
ハ
タ
の
主
要
な
産
卵
場
で

あ
る
ヨ
ナ
ラ
水
道
に
保
護
区
を
設
け
て
産
卵
集

群
を
守
る
取
り
組
み
が
、
２
０
１
０
年
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る

と
、
保
護
区
を
設
け
る
こ
と
で
産
卵
集
群
が
十

分
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
産
卵
の
詳
し
い
様
子
や
産
み
出
さ
れ
た

卵
の
行
き
着
く
先
に
つ
い
て
は
、
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
保
護
区
の
中
で
ナ
ミ
ハ
タ
の
産

卵
の
撮
影
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
撮
影
に
世

界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
ナ
ミ
ハ
タ
の
産

卵
は
オ
ス
と
メ
ス
の
ペ
ア
で
行
わ
れ
る
こ
と
、

ペ
ア
が
海
底
か
ら
浮
上
し
な
が
ら
産
卵
す
る
こ

と
、
そ
の
時
間
帯
は
午
後
11
時
過
ぎ
か
ら
の
数

十
分
以
内
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ナ
ミ
ハ
タ
が
産
卵
す
る
時
間
と
、
そ
の
時
間

帯
の
海
水
の
流
れ
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
保

護
区
の
中
で
産
ま
れ
た
卵
の
行
く
先
が
分
か
り

ま
す
。
卵
は
や
が
て
ふ
化
し
て
稚
魚
と
な
り
ま

す
が
、
ナ
ミ
ハ
タ
の
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
場
所

も
や
が
て
分
か
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
成
果

は
、ナ
ミ
ハ
タ
を
上
手
に
獲
り
続
け
る
試
み（
資

源
管
理
）に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

保
護
区
に
よ
る
資
源
管
理
に
向
け
て
大
き
な
進
展

世
界
初
！ 

ナ
ミ
ハ
タ
の
産
卵
行
動
の
撮
影
に
成
功 

Topics



ナミハタの産卵行動
（夜間のビデオ撮影のため画像が不鮮明な部分があります）

中央がオス、左下がメス

寄り添うオスとメス

産卵のための浮上の瞬間

ペアができた瞬間

産卵直前のペア
（左がメス、右がオス）

放卵 • 放精の瞬間
（白濁しているのが、放出された卵と精子）

オス
メス

オス

メス

オス
メス

オス

メス

オス

メス

動画をご覧いただけます ▶ http://www.fra.affrc.go.jp/ResearchTopics/namihata/
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図．カツオの分布図

分布域

産卵域

漁場
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旬のカツオがうまい秋到来！　

シンプルにカツオのおいしさが分かる「塩タタキ」

に 

乾杯

さ か な  

第17回あんじいの

カ
ツ
オ

カ
ツ
オ
は
ス
ズ
キ
目

サ
バ
科
カ
ツ
オ
属
に
属

し
、
近
縁
種
に
は
ハ
ガ

ツ
オ
、
ス
マ
、
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
、
マ
ル

ソ
ウ
ダ
な
ど
が
い
ま
す
。
大
型
の
も

の
は
全
長
１
メ
ー
ト
ル
、
体
重
18
キ

ロ
に
達
し
ま
す
が
、
日
本
で
は
お
お

む
ね
全
長
50
セ
ン
チ
ほ
ど
の
も
の

の
漁
獲
が
多
く
、
そ
の
大
半
が
太
平

洋
側
で
、
日
本
海
側
で
は
ほ
と
ん
ど

獲
れ
ま
せ
ん（
図
）。

カ
ツ
オ
の
主
な
分
布
海
域
は
熱
帯

海
域
で
、
年
中
産
卵
が
繰
り
返
さ
れ

ま
す
。
２
歳
に
な
る
と
回
遊
範
囲
が

広
が
り
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
熱
帯

域
か
ら
北
上
し
た
カ
ツ
オ
が
日
本
で

漁
獲
さ
れ
ま
す
。
春
に
獲
れ
る
も
の

は
「
初は
つ
が
つ
お鰹

」「
上
り
鰹
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
北
海
道
か
ら
東
北

沿
岸
の
親
潮
と
交
わ
る
餌
が
豊
富
な

海
域
で
餌
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
過
ご

し
、
秋
に
は
親
潮
の
伸
長
と
と
も
に

南
下
し
ま
す
。こ
れ
が「
戻
り
鰹
」「
下

り
鰹
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
脂
が
の
っ

た
戻
り
鰹
は
中
ト
ロ
に
匹
敵
す
る
脂

の
の
り
で
、
近
年
で
は
ト
ロ
ガ
ツ
オ

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

カ
ツ
オ
は
ま
ず
薬
味
と
と
も
に
食

す
る
刺
し
身
が
お
す
す
め
で
す
。
薬

味
に
は
ア
サ
ツ
キ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ

ン
ニ
ク
な
ど
が
一
般
的
で
、
唐
辛
子

も
い
け
ま
す
。
そ
し
て
春
は
新
タ
マ

ネ
ギ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代

で
は
「
初
鰹 

芥か
ら
し子
が
な
く
て 

涙
か

な
」
と
あ
る
よ
う
に
、
か
ら
し
を
付

け
て
食
べ
る
の
を
好
ん
だ
よ
う
で

す
。
カ
ツ
オ
漁
師
が
は
や
ら
せ
た
、

し
ょ
う
ゆ
＋
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
＋
タ
マ
ネ

ギ
ス
ラ
イ
ス
で
食
べ
る
の
も
お
い
し

い
食
べ
方
で
す
。ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

ま
た
、
カ
ツ
オ
と
い
え
ば
、
な
ん

と
い
っ
て
も
タ
タ
キ
で
す
。
タ
タ
キ

は
高
知
が
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い

て
、
一
般
的
な
タ
タ
キ
は
５
枚
に
お

ろ
し
て
さ
く
に
し
た
カ
ツ
オ
に
軽
く

塩
を
す
り
込
み
、
藁わ
ら

の
強
火
で
全
体

を
炙あ
ぶ

っ
た
も
の
を
切
り
分
け
、
タ
レ

を
か
け
て
包
丁
の
背
で
軽
く
た
た

き
、
味
を
浸
み
込
ま
せ
て
薬
味
と
一

緒
に
食
し
ま
す
。
タ
レ
は
二
杯
酢
が

一
般
的
で
す
。
高
知
の
中
部
で
は
こ

の
方
法
で
す
が
、
東
部
で
は
ユ
ズ
の

し
ぼ
り
汁
と
し
ょ
う
ゆ
、
西
部
で
は

し
ょ
う
ゆ
、
と
大
ま
か
に
区
分
さ
れ

ま
す
。
と
く
に
西
部
の
足あ
し
ず
り摺

や
沖
ノ

島
な
ど
の
、塩
の
み
で
い
た
だ
く「
塩

タ
タ
キ
」は
絶
品
で
す
。

今
回
は
こ
の
「
塩
タ
タ
キ
」
を
少

し
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
皮
目
の
み
焼
く

「
焼
き
切
り
」
の
手
法
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
新
鮮
な
カ
ツ
オ
が
あ
れ
ば
、

家
庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
で

す
。「
塩
タ
タ
キ
」
は
味
付
け
が
塩

だ
け
な
の
で
、
市
販
の
天
然
塩
が
お

す
す
す
め
で
す
。
シ
ン
プ
ル
だ
か
ら

こ
そ
味
わ
え
る
旬
し
ゅ
んの

カ
ツ
オ
の
お
い

し
さ
を
堪
能
し
ま
し
ょ
う
。
沖
の
海

で
躍
動
す
る
カ
ツ
オ
の
本
質
が
分
か

る
料
理
で
す
。

焼き切り

バージョン
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作り方
薬味のニンニク、ショウガ、タマネギ、ミョウガの
薄切り、大葉の千切り、アサツキの小口切りを適宜
用意します。タマネギは、アクが強いときは水にさ
らし、よく水分を切っておきます。

カツオは刺し身用のさくを用います。皮目のみに塩
（おいしい塩が必須！）を多めにすり込み、強火で熱
したフライパンに少しのオリーブオイルを垂らし、
皮目を下にして皮目のみをしっかり焼きます。塩の
層でフライパンにはくっつきません。

カツオのさくの側面が 5 ～ 8 ミリぐらい白くなった
らすぐにまな板に引き上げ、熱いうちに切り分けま
す（絶対に冷水で冷まさないこと）。

焼いた皮目を上にして皿の半分に盛り付けます。そ
の上にユズ、カボス、スダチなどの好みのかんきつ
類をしぼりかけ、「1」の薬味を皿のもう半分にトッ
ピングしたらできあがり。

できたての温かいうちが最高です！　皮目の焼けた
ザクッとした食感と、焼いたからこそ出る皮と身の
間の脂のうま味が引き立ち、かつ、身のもちもちと
した食感と薬味の味わいが相まって、至福の極みに
達すること必然。塩のみの味付けでカツオの全てを
知りましょう。さあ、作りたての「塩タタキ」を温か
いうちに召し上がれ。元気が出ますよ。

カツオの塩タタキ ～焼き切りバージョン～
あんじいレシピ

1．

2．

3．

4．

◦新鮮なカツオのさく	 ２本

◦ニンニク（玉）	 ２個

◦ショウガ	 １かけ

◦タマネギ	 １／２個

◦ミョウガ	 ２本

◦大葉	 ５枚

◦かんきつ類	 適宜
（ユズ・カボスは１個、スダチは６個）

◦塩	 大さじ２
（1さくあたり大さじ１杯、好みで適宜調整）

◦オリーブオイル	 小さじ１杯程度

材料（4人分）



熱心に授業に聞き入る子どもたち

参加者からさまざまな意見が出されました
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３月 11 日に東北地方で発生した津波は、遠く離
れた三重県にも養殖業を中心に 40 億円を越える甚
大な被害をもたらしました。そのため、水産総合研
究センター増養殖研究所において 7 月 6 日、三重
県の行政および水産関係研究機関で組織する水産研
究連絡会議の主催で、第２回みえ水産フォーラム「 震
災被害に立ち向かう」を開催し、被災された養殖業
者や行政担当者の方と今後の魚類養殖のあり方など
について意見交換を行いました。参加者は、養殖業
者、県・市・町の行政機関、大学などから 65 人、
当センター職員を加えるとおよそ 90 人でした。

フォーラムでは、①津波による魚類養殖の被災状
況と養殖魚の死亡要因 ②収益性を考えた複合養殖
の可能性 ③低価格飼料開発の問題点 ④漁村振興・
震災復興のための生産・販売戦略の再考 ⑤養殖施

設の津波対策に対する考え方など、幅広い分野の話
題提供が行われ、会場の生産者の方から「 価格が低
迷している現状をどのように打開したらいいのか」
といった切実な意見も出されるなど、活発な意見交
換が行われました。これをきっかけに、復興に向け
た新しい養殖業の姿を生産者の方とともに考えてい
きたいと思います。

水産総合研究センターでは水産業や生物の大切さ
を知っていただくため、小学校への出前授業を行っ
ています。

今回は７月12 日に、神奈川県大和市にある学校
法人大和学園聖セシリア小学校を訪れました。この
小学校では、５年生の社会科授業で水産業を学びま
す。これまで盛んだった「 獲る漁業」だけではなく、

「 つくり育てる漁業」の大切さをぜひ子どもたちに
伝えてほしいという先生からの熱い要望がありまし
た。そこで、「 おいしい魚をふやす栽培漁業、おい
しい魚をつくる養殖業」と題して、当センターの研
究者がビデオなどを交えて話しました。栽培漁業の

仕組みの解説や、貴重な水中での魚の産卵や捕食の
映像に歓声があがりました。

1 時間半と少し長い授業時間でしたが、子ども
たちは最後まで熱心に聞き入り、「 栽培漁業をする
のにむずかしい魚種は何ですか？」など、大人顔負
けの質問がいくつも飛び出しました。栽培漁業に
携わってきた当センター職員の話に興味を持って
もらえたようでした。

第２回みえ水産フォーラム
「震災被害に立ち向かう」を開催

栽培漁業ってどんな漁業？
～ 小学校で出前授業を行いました～



←実験池でいろんな生物を
　採取しました

↑関谷の説明を興味深く聞く
　子どもたち

海藻（ノリ）を発酵させた
しょうゆが人気でした

水産総合研究センターのブースに
多くの人が訪れました
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水産総合研究センターは、2011 年 7 月 27
～ 29 日の 3 日間、東京ビックサイトで開催
された第 13 回「 ジャパン・インターナショナ
ル・シーフードショー」に出展しました。今回
は、海藻（ノリ）を発酵させたしょうゆやケイ
酸供給剤の展示のほか、高栄養価すり身素材
の開発、カツオやサンマ漁業における効率的
な漁業生産技術の開発、アサリの産地判別法
などについての研究成果の紹介をしました。

今回は、会期中に、技術交流セミナーとして次の
２課題のセミナーを実施しました。28 日の開発調
査センター底魚・頭足類開発調査グループリーダー
の越智洋介による「 サンマ資源の有効利用に向けて
～公海漁場の開発～」では、漁業者の関心が高いサ
ンマ公海域での調査研究の概要と平成 23 年度の見

通しなどについて紹介し、35 人の方に参加いただ
きました。29 日のセミナー「 頑張ろうニッポン！
藻類発酵産業を日本のお家芸に －海藻からしょ
うゆやお酒を造る取り組み－」では、瀬戸内海区
水産研究所生産環境部主幹研究員の内田基晴による
海藻発酵による新しい食品、とくにしょうゆや酒に
ついて紹介し、32 人の方に参加いただきました。

７月 28 日に第 30 回「 海とさかな」自由研究・
作品コンクール「 広島・瀬戸内海体験学習ツアー」
に参加した小学生 30 人が水産総合研究センター
瀬戸内海区水産研究所百

ももしま
島庁舎を訪れました。

子どもたちは海産無脊椎動物研究センター長の
関谷幸生から説明を受けたあと、二枚貝類飼育
実験棟の見学を行い、アサリ、ハマグリの稚貝など
の観察や二枚貝類の研究について説明を受けました。

また、実験池に入り、アサリ、サッパ、メバル
などの生物の採取を行うとともに、小型の網を使っ
た地引き網の模擬体験もしました。本ツアー最初の
体験学習でしたが、地引き網の疑似体験で連携して
作業するなど、子どもたちが打ち解けるよい機会に

なっていたようです。
今回の体験学習ツアーに参加した小学生は、採っ

た生物の名前もよく知っており、生物に対して関心
が非常に高かったようです。この体験から自由研究・
作品コンクールにアサリなどの二枚貝についてまと
めてみたいという意見も多く、どういった作品がで
きあがるのか楽しみです。

第13 回「ジャパン・インターナショナル・
シーフードショー」に出展

子どもたちが体験学習



研究発表する荒木和男

会議に参加したメンバー
左から通訳の張さん、

当センターの井上、荒木、中田

DNA解析の実習の様子
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「サイエンスキャンプ」を開催

2011年国際水産バイオテクノロジーシンポジウム
で論議

国際水産バイオテクノロジーシンポジウムは、
毎年、中国水産科学技術院主催で開催される国
際的なものです。2011 年度は、水産総合研究
センターを含む 14 機関の共催で、ゲノム研究、
DNA 情報を利用した育種、水産生物の感染症を
テーマに北京で開催され、中国の研究者を中心に
約350人の参加がありました。韓国、イスラエル、
シンガポール、米国などから招待された研究者に加
え、日本からは当センター理事の井上潔、研究推進
部研究主幹の中田薫、増養殖研究所養殖技術部育種
グループ主幹研究員の荒木和男が出席しました。

現在、中国では育種に向けたコイ、エビ、ヒラメ
のゲノム解析が精力的に進められており、とくにコ
イとエビの研究は非常にレベルが高く、研究の方向

性も明確で、今後ゲノム情報を利用した育種研究が
急速に進むと考えられました。荒木主幹研究員から
は遺伝子組換えアマゴの生物特性の研究とレンサ球
菌感染症抵抗性のヒラメの育種の研究の紹介があり
ました。ヒラメの研究紹介について数多くの質問が
あったことから、中国でのゲノム情報に基づく育種
研究への関心の高さがうかがえました。

科学技術振興機構が主催する「 サイエンスキャン
プ」は、先進的な研究テーマに取り組んでいる研究
機関の研究者や技術者から直接指導を受ける、高校
生を対象にした科学技術体験合宿プログラムです。

水産総合研究センター中央水産研究所では、「 魚
の種類を見わける・目でみる姿 ～ DNA による魚
種判別」をテーマにした「 サイエンスキャンプ」を、
2011 年 8 月 23 ～ 25 日に開催しました。全国か
ら集まった 10人の高校生が、カツオを解剖して体
の構造を観察したり、切り身から取り出した遺伝子
の塩基配列から魚の種類を判別する方法を学んだり
しました。

高校生からは「 学校では学べない魚の体や遺伝子
について興味や関心を深めることができた」という

声が多く寄せられました。魚離れが叫ばれている中
で、解剖や遺伝子解析などにも熱心に取り組んでい
て、魚に関する多くの知識を身につけてもらえたよ
うでした。



アンケート結果

Q1. 食の安全・安心に
　　興味がありますか？

Q2. 履歴（生産者や流通経路）
　　が分かる「カツオ」を
　　どう思いますか？

Q3. トレーサビリティシステム
　　導入により価格が上昇する
　　ことも考えられますが、
　　どうお考えですか？

70％ 83％ 71％
29％17％

20％
10％

非常に興味がある
ちょっと興味がある
興味がない（０％）

安全・安心である
購入したくなる
何とも思わない（０％）

多少高くてもかまわない
ブランド品なら導入しなくてもよい
買わない（安いものを選ぶ）

店頭でアンケート調査への協力を
お願いする

Research…result…information研究成果情報
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地
域
生
産
者
と
地
域
消
費
者
を
結
ぶ

高
品
質
カ
ツ
オ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
ティ

シ
ス
テ
ム
導
入
の
効
果
を
実
証

水
産
物
の
ト
レ
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サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
は
生
産
履
歴
、
流
通
・
加
工
履
歴

な
ど
、
必
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さ
か
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っ
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索
で
き
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ス
テ
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で
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物
混
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に
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時
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、
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の
宣
伝

な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
も
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保
以
外

の
効
果
に
つ
い
て
も
実
証
試
験
に
よ
り

調
べ
ま
し
た
。

宮
崎
県
日
南
市
は
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ

が
盛
ん
で
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
２
０
１
０
年
度
ま
で
漁
船
の
小

型
化
に
よ
る
有
効
性
を
実
証
し
て
き
ま

し
た
（
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
27
号
参
考
）。

漁
船
を
小
型
化
す
る
こ
と
で
短
期
操
業

か
つ
滅
菌
海
水
使
用
に
よ
り
品
質
の
よ

い
カ
ツ
オ
を
供
給
で
き
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。
こ
の
高
品
質
カ
ツ
オ
を
対
象
と

し
て
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
で
分
か
る
情
報

と
し
て
は
、
水
揚
げ
か
ら
店
舗
ま
で
の

流
通
履
歴
以
外
に
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
り

漁
船
の
情
報
や
、
カ
ツ
オ
の
取
り
扱

い
、
漁
協
や
店
舗
の
情
報
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
を
通
じ
て
閲
覧
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
試

験
中
に
店
舗
で
購
入
し
た
消
費
者
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
25
人
）
を
、
各

業
者
に
は
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
そ

の
効
果
を
調
べ
ま
し
た
。

消
費
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
食
の

安
全
安
心
の
意
識
の
高
さ
と
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

今
回
試
行
に
参
加
し
た
販
売
店
で
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
商
品
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
は
、
鮮
魚
だ
け
で
な
く
、
青
果

や
食
肉
に
も
共
通
す
る
仕
組
み
と
な

り
、
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
ほ
か
の

商
品
に
も
用
い
た
い
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
は
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ま

た
、
商
品
を
通
じ
て
生
産
者
と
消
費
者

を
結
び
つ
け
た
り
、
地
産
地
消
や
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
た
り
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
証
試
験
を
通
じ
て
、
地
元
日
南
市

の
漁
協
と
店
舗
と
の
つ
な
が
り
が
密
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
も
、
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ

た
高
品
質
の
カ
ツ
オ
を
購
入
し
、
広

く
認
知
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
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図 2. ラットにおける紫外線（UVB）照射皮膚の表皮水分減少（乾
燥）に対するカツオコラーゲンペプチド投与による防止効果

写真 . カツオ中骨から抽出したコラーゲン
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カ
ツ
オ
節
の
加
工
工
程
に
お
い
て
は
、
内

臓
や
中
骨
な
ど
の
残
り
か
す
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
中
で
、
中
骨
は
灰
分
が
多
く
、
魚

粉
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
に
く
い
た
め
、
肥

料
用
な
ど
に
安
い
値
段
で
引
き
取
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。一
方
で
、中
骨
は
コ
ラ
ー

ゲ
ン
を
豊
富
に
含
む
た
め
、
適
切
な
抽
出
方

法
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
水
産
物
由
来
の
コ

ラ
ー
ゲ
ン（
マ
リ
ン
コ
ラ
ー
ゲ
ン
）の
原
料

と
し
て
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
カ
ツ
オ
節
加
工
大
手
の
マ
ル
ト

モ
株
式
会
社
お
よ
び
愛
媛
県
産
業
技
術
研
究

所
食
品
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
カ
ツ

オ
の
中
骨
か
ら
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
抽
出
し
、
さ

ら
に
機
能
性
を
付
与
す
る
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
95
％
以
上
の
回
収
率
で
カ

ツ
オ
中
骨
か
ら
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
抽
出
す
る
技

術
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
得
ら
れ
た
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
酵
素
で
処
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
血
圧
を
下
げ
る
作
用（
ア

ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
阻
害
活
性
が
あ

る
新
規
ペ
プ
チ
ド
を
含
む
）が
あ
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
ペ
プ
チ
ド
を
作
製
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た（
図
１
）。

さ
ら
に
、
東
京
農
工
大
学
と
共
同

で
、
本
コ
ラ
ー
ゲ
ン
ペ
プ
チ
ド
の
機

能
性
に
関
す
る
研
究
を
進
め
た
と
こ

ろ
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
添
加
食
を
投
与
す

る
こ
と
で
、
紫
外
線（
Ｕ
Ｖ
Ｂ
）を

浴
び
た
皮
膚
に
起
こ
る
表
皮
の
乾
燥

を
防
ぐ
こ
と
が
ラ
ッ
ト
を
用
い
た
動

物
実
験
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

（
図
２
）。

カ
ツ
オ
中
骨
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
、
機

能
性
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
化
粧

品
、
飲
料
品
な
ど
に
広
く
応
用
で
き

る
素
材
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

カツオ中骨から機能性コラーゲン
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図 3. センサーチップを装備した検出器

図 1. センサーチップ作用極
（白金）、参照極（塩化
銀）、対極（白金）の 3
接点を設置

図 2. 発生した過酸化水素を
電気信号で定量化

解析パソコン

酵素反応室

ATP添加前の電流値
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現
在
、
魚
類
の
鮮
度
の
品
質
評
価
法
は
、

い
く
つ
か
の
核
酸
関
連
物
質
を
測
定
し
て
算

出
す
る「
Ｋ
値
」と
呼
ば
れ
る
値
が
主
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｋ
値
の
測
定

に
は
、
魚
体
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
調
製
す
る
特

殊
な
化
学
薬
品
や
、
分
析
に
用
い
る
液
体
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
の
高
額
機
械
を
揃

え
る
な
ど
、
手
間
が
か
か
り
か
つ
化
学
的
専

門
知
識
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
１
サ
ン
プ
ル

の
測
定
に
は
約
１
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ

り
、
生
産
や
流
通
、
小
売
の
現
場
で
測
定
で

き
る
手
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
魚
類
の
品
質
は
、
流
通
の
各
段
階
の

関
係
者
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
で
主
観
的

に
評
価
さ
れ
て
い
て
、
生
産
者
か
ら
小
売
店

ま
で
一
定
基
準
で
の
客
観
的
数
値
で
評
価
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｋ
値
に
替
わ
る
指
標
と
し
て
、
魚
体
中
の

Ａ
Ｔ
Ｐ（
ア
デ
ノ
シ
ン
︱

３
︱

リ
ン
酸
）
含

量
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
、
核
酸
関
連
物
質
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
の
含

量
を
精
密
に
測
定
す
る
こ
と
が
鮮
度
の
指
標

と
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｔ
Ｐ

は
測
定
中
の
分
解
が
早
く
、
新
た
な
鮮
度
指

標
と
し
て
幅
広
く
利
用
す
る
た
め
に
は
、
微

量
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
迅
速
に
高
感
度
で
測
定
す
る

方
法
が
必
要
で
し
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
フ
ジ

デ
ノ
ロ
株
式
会
社
が
共
同
で
、
簡
便・迅
速・

正
確
な
測
定
が
可
能
な
セ
ン
サ
ー
チ
ッ
プ
と

検
出
機
器
を
開
発
し
ま
し
た
。
本
方
法
は
、

生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
同
一
基
準
で
品
質

評
価
を
可
能
と
す
る
新
た
な
鮮
度
測
定
法
で

あ
り
、
高
品
質
な
水
産
物
の
提
供
と
魚
価
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
測
定
チ
ッ
プ（
図
１
）】チ
ッ
プ
の
構
成
は
、

基
板
上
に
作
用
極（
白
金
）、
参
照
極（
塩

化
銀
）、
対
極（
白
金
）
の
３
接
点
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｐ
に
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
を

加
え
、
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
カ
イ
ネ
ー
ス
、
グ
リ

セ
ロ
ー
ル
︱

３
︱

リ
ン
酸
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
に

よ
る
２
段
階
酵
素
反
応
を
利
用
し
て
、
生
成

す
る
過
酸
化
水
素
を
微
小
流
路
末
端
に
形
成

し
た
白
金
電
極
で
検
出
す
る
こ
と
に
よ
り
Ａ

Ｔ
Ｐ
を
測
定
し
ま
す（
図
２
）。

【
検
出
装
置
】
過
酸
化
水
素
で
発
生
す
る

チ
ッ
プ
上
の
１
～
５
０
０
ナ
ノ
ア
ン
ペ
ア
と

い
う
微
量
電
流
値
を
測
定
で
き
る
検
出
装
置

を
開
発
し
ま
し
た（
図
３
）。
測
定
し
た
値

か
ら
Ａ
Ｔ
Ｐ
含
量
に
換
算
し
ま
す
。

本
機
器
の
開
発
に
よ
り
，
魚
類
の
抽
出
液

を
そ
の
ま
ま
測
定
チ
ッ
プ
に
滴
下
す
る
だ
け

で
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
短
時
間
で
定
量
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
比
較
的
大
型
で

す
が
、
将
来
は
流
通
現
場
で
使
用
可
能
な
防

水
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
イ
プ
に
小
型
化
し
ま
す
。

ごく微量のATPを簡便・迅速に測定する装置
～魚類の新しい鮮度指標の提案～
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～種苗放流による資源回復をめざした研究開発～

瀬戸内海中央部に
トラフグ稚魚10万尾を放流

写真 1. トラフグの稚魚

写真 2. 右胸びれ切除の作業写真 3. ふ化仔魚時に標識された種
苗の放流サイズ（7センチ）で
の耳石の写真（矢印が蛍光標
識された部分）

図 . トラフグの腹部への有機酸 ( 酢酸 )
による新標識

体表の一部のトゲがなくなって
すべすべした状態

酢酸を体表に接触させる
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ト
ラ
フ
グ
は
高
級
食
材
と
し
て
日
本
の

食
文
化
に
欠
か
せ
な
い
魚
で
す
。
そ
の
漁

獲
量
は
下
関
唐
戸
魚
市
場
株
式
会
社
の
水

揚
げ
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
１
９
８
５
年
に

約
１
８
０
０
ト
ン
で
あ
っ
た
取
扱
量
が

２
０
０
９
年
に
は
約
２
０
０
ト
ン
ま
で
激

減
し
て
お
り
、
資
源
回
復
に
向
け
た
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
フ
グ
は
１
０
０
０
キ
ロ
以
上
の
大

回
遊
後
に
産
卵
場
へ
回
帰
す
る
習
性
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、

瀬
戸
内
海
中
央
部
に
お
け
る
ト
ラ
フ
グ
の

漁
獲
は
、
０
～
１
歳
魚
の
若
齢
魚
が
大
半

を
占
め
て
い
た
た
め
、
種
苗
放
流
の
効
果

は
低
い
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
瀬
戸
内
海
中
央
部
に
重
要
な

産
卵
場
や
成
育
場
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
瀬
戸
内
海
で
の
ト
ラ
フ
グ
の
資
源
回

復
や
行
動
解
明
に
つ
い
て
、
大
が
か
り
な

取
り
組
み
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

こ
で
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
２
０
１
１
年
６
月
下
旬
か
ら
７

月
上
旬
に
か
け
て
瀬
戸
内
海
中
央
部
の

広
島
県
田
尻
漁
港
の
周
辺
海
域
に
全
長

約
８
セ
ン
チ
の
稚
魚
10
万
尾
に
右
胸
び

れ
切
除
、
耳じ

せ
き石
へ
の
蛍
光
色
素
に
よ
る

標
識
、
お
よ
び
当
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に

開
発
し
た
腹
部
へ
の
酢
酸
標
識
の
３
種

類
の
目
印
（
標
識
）
を
同
時
に
つ
け
て

放
流
を
行
い
ま
し
た
。

放
流
後
、
瀬
戸
内
海
、
日
本
海
お
よ
び

東
シ
ナ
海
の
広
域
に
お
い
て
、
放
流
魚
の

移
動
、
資
源
へ
の
添
加
効
果
や
再
生
産
効

果
を
調
べ
、
本
種
の
資
源
回
復
に
向
け
た

放
流
技
術
の
開
発

に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は

地
域
水
産
業
の
活

性
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
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有明海・八代海の
シャトネラ等有害赤潮プランクトン

分布情報を公開

写真 1. シャトネラ

写真 2. シャトネラ赤潮で赤褐色になった海
（熊本県水産研究センター 櫻田清成氏　提供）

図 . 「シャトネラ等有害赤潮プランクトン分布情報」
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熊本県水産研究センター
鹿児島県水産技術開発センター
天草市水産研究センター
熊本県海水養殖漁業協同組合
東町漁業協同組合
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シ
ャ
ト
ネ
ラ
は
、
夏
季
に
日
本
沿
岸
海

域
で
し
ば
し
ば
赤
潮
を
形
成
し
、
魚
類
養

殖
を
中
心
に
水
産
業
に
大
き
な
損
害
を
与

え
る
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
す（
写
真
１
、

２
）。
昨
年
、
一
昨
年
と
有
明
海
・
八
代

海
で
は
、
主
に
シ
ャ
ト
ネ
ラ
を
原
因
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
と
す
る
赤
潮
で
大
き
な
漁
業
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
シ
ャ
ト
ネ
ラ
赤
潮
の
被
害
を
減
ら

す
こ
と
を
目
的
に
、
前
述
の
海
域
で
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所

有
明
海
・
八
代
海
漁
場
環
境
研
究
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
関
係
機
関
が
収
集
し
て
い

る
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
布
デ
ー
タ

を
、
地
図
上
で
分
か
り
や
す
く
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

２
０
１
１
年
５
月
27
日
か
ら
公
表
を
開
始

し
ま
し
た
。

情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
（
下
記

を
参
照
）
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
電
話

か
ら
常
時
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

赤
潮
の
発
生
状
況
が
迅
速
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現
場
の
漁
業

者
の
赤
潮
対
策
な
ど
に
貢
献
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。



PICK UP PRESS RELEASE

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

マイワシ太平洋系群
2010年生まれは卓越年級群

＊
卓
越
年
級
群:

あ
る
年
に
生
ま
れ
た
魚
の
個
体

数
が
、
そ
れ
ま
で
の
ほ
か
の
年
に
生
ま
れ
た
個

体
数
に
比
べ
て
特
別
に
多
い
場
合
、
そ
の
年
生

ま
れ
の
群
を
卓
越
年
級
群
と
呼
び
ま
す
。

沖合回遊群は、本邦南岸の黒潮周辺で 3 ～ 5 月（4 月中心）にふ
化し、黒潮によって東方へ運ばれて、黒潮－親潮移行域の近海か
ら東経 170 度付近に及ぶ広い範囲を北上します。千島列島東方
沖の表面水温（SST）10 ～ 15℃の亜寒帯水域で夏秋季の索餌期
を過ごした後、秋冬季に日本沿岸域に南下し、漁場にやってきま
す（図の薄緑色は海山列を表します）

図 2. 想定されるマイワシ太平洋系群の季節的分布回遊

図 1. 日本の海面漁業漁獲量の推移
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日
本
周
辺
の
マ
イ
ワ
シ
は
、
１
９
８
０

年
代
に
は
年
間
４
０
０
万
ト
ン
以
上
漁
獲

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

資
源
量
が
激
減
し
、
近
年
の
マ
イ
ワ
シ
の

漁
獲
量
は
数
万
ト
ン
で
推
移
し
て
い
ま

す
。こ

の
う
ち
、主
と
な
る
太
平
洋
系
群
も
、

１
９
８
０
年
代
は
広
く
太
平
洋
側
で
漁
獲

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
９
０
年
代
後

半
以
降
き
わ
め
て
少
な
い
資
源
量
で
推
移

し
て
お
り
、
回
遊
域
も
縮
小
し
、
最
近
の

漁
場
は
常
磐
以
南
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
水
産
庁

の
日
本
周
辺
水
域
資
源
評
価
等
推
進
委
託

事
業
の
一
環
と
し
て
マ
イ
ワ
シ
に
関
し
、

毎
年
継
続
し
て
秋
季
沖
合
域
の
資
源
評
価

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
生
ま
れ
の
０
歳
魚
の
千
島

沖
索
餌
場
で
の
分
布
密
度
は
２
０
０
５
～

２
０
０
９
年
生
ま
れ
を
は
る
か
に
上
回
り
、

こ
れ
は
近
年
で
は
と
く
に
多
い
数
値
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
０
年
生
ま
れ
は
卓

越
年
級
群
（
＊
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
１
９
８
０
年
代
に
比
べ
れ
ば
依

然
と
し
て
マ
イ
ワ
シ
資
源
は
低
水
準
で
す

が
、
こ
の
０
歳
魚
が
１
歳
魚
と
な
る
今
夏

以
降
に
は
、
好
漁
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
三
陸
漁
場
へ
来
遊
す
る
可
能
性
も
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。



Pu
bl

ic
at

io
n

刊
行
物
報
告
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東北水産研究レター　No.20

日本海 リサーチ＆トピックス　第9号

西海区水産研究所主要研究成果集　第15号

発 行 時 期：2011年6月
問い合わせ先：東北区水産研究所業務推進部業務推進課

ウェブサイト：http://tnfri.fra.affrc.go.jp/pub/letter/20/20.pdf

発 行 時 期：2011年9月
問い合わせ先：日本海区水産研究所業務推進部業務推進課

ウェブサイト：http://jsnfri.fra.affrc.go.jp/pub/rt/9/all.pdf

発 行 時 期：2011年5月
問い合わせ先：西海区水産研究所業務推進部業務推進課

ウェブサイト：http://snf.fra.affrc.go.jp/print/seika/seika_15/seika15.pdf

研究開発情報「北の海から」第11号

東北水産研究レター　No.21

海洋水産資源開発ニュース　No.395
( 資源対応型：遠洋まぐろはえ縄 )

発 行 時 期：2011年8月
問い合わせ先：北海道区水産研究所業務推進部業務推進課

ウェブサイト：http://hnf.fra.affrc.go.jp/H-jouhou/news/kankoubutsu/kitanoumikara11.pdf

発 行 時 期：2011年9月
問い合わせ先：東北区水産研究所業務推進部業務推進課

ウェブサイト：http://tnfri.fra.affrc.go.jp/pub/letter/21/21.pdf

発 行 時 期：2011年7月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ

＊ウェブサイト掲載はしておりません

海洋水産資源開発ニュース　No.396
( 資源対応型：遠洋かつお釣 )
発 行 時 期：2011年7月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ

＊ウェブサイト掲載はしておりません
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海洋水産資源開発ニュース　No.397
( 資源対応型：いか釣 )

平成22年度海洋水産資源開発事業報告書 No.9
( システム対応型：遠洋底びき網 < 全層トロール >)

平成22年度海洋水産資源開発事業報告書 No.12
( システム対応型：小型底びき網 )

沿岸域における漁船漁業ビジネスモデル研究会
ニュースレター　No.001

沿岸域における漁船漁業ビジネスモデル研究会
ニュースレター　No.002

おさかな瓦版　No.42

発 行 時 期：2011年7月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ

＊ウェブサイト掲載はしておりません

発 行 時 期：2011年6月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ

＊ウェブサイト掲載はしておりません

発 行 時 期：2011年6月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ

＊ウェブサイト掲載はしておりません

発 行 時 期：2011年5月
問い合わせ先：開開発調査センター開発業務課情報調査グループ

ウェブサイト：http://jamarc.fra.affrc.go.jp/enganbiz/newsletter/
	 newsletter_list/newsletter201105.pdf

発 行 時 期：2011年8月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ

ウェブサイト：http://jamarc.fra.affrc.go.jp/enganbiz/newsletter/
	 newsletter_list/newsletter201108.pdf

発 行 時 期：2011年8月
問い合わせ先：経営企画部　広報室
掲 載 内 容：日本海のさかなたち　第２回　ベニズワイガニ

ウェブサイト：http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/letter/no42.pdf
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編
集
後
記

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
で
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し

て
き
ま
し
た
。
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
も
、
津

波
に
よ
っ
て
海
域
に
流
出
し
た
瓦が

れ
き礫

の
調
査
、
沿

岸
域
の
磯
根
資
源
の
被
害
調
査
な
ど
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
地
元
の
関

係
機
関
な
ど
に
結
果
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

夏
休
み
に
、
子
ど
も
た
ち
が
海
と
さ
か
な
自
由

研
究
の
体
験
学
習
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
施
設

を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
研
究
開
発
に
つ

い
て
も
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
、
積
極
的
に
質
問

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
に
挑
戦
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
か

ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。。

私
た
ち
も
、被
災
地
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
、

調
査
研
究
な
ど
を
通
じ
、
水
産
業
の
復
興
・
再
生

に
む
け
た
支
援
、
協
力
に
よ
り
い
っ
そ
う
努
め
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
角
埜　

彰
）

カツオは世界各地で食されており、その漁獲量は過去50年間で
10倍に増加し、2000年以降の平均は223万トンとなっています。
主にツナ缶の材料に利用されていますが、日本では刺し身やタタ
キなど生食が喜ばれ、古くから親しまれています。加工品ではなま
り節が知られていますが、なんといってもカツオ節が有名です。あ
まり家庭では手に入らないかもしれませんが、頭もみそ汁にすれば、
濃厚なエキスが出て、たまらないうま味が楽しめます。
また、日本各地のカツオの水揚げで有名な場所では、さまざまな
郷土料理があります。静岡県の西伊豆では塩漬けしたカツオを陰干
しした「塩

しおかつお
鰹」が名産で、焼き魚の

ように切り身を焼いて食べたりしま
す。鹿児島県の枕崎市などでは内臓
の塩辛、高知県の「酒

しゅとう
盗」はとくに

有名です。ハランボ・ハラモなどと
呼ばれる腹側の身の塩焼きや、心臓
は珍味として珍重されています。三
重県の伊勢志摩ではカツオのづけを
使った手こねずしが有名です。

カツオ節だけでは
ありません

□水産総合研究センター　広報誌編集委員

Fisheries Research Agency News 
vol.28
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■特集　漁業経営の改善
○持続可能な漁業経営に向けて…－漁業現場での取り組み－…･･･････････････････････････････････････････････････開発調査センター　井上　清和
○大中型まき網漁業のミニ船団化および単船化…･････････････････････････････････････････開発調査センター　浮魚類開発調査グループ　大島　達樹
○小型底びき網漁業における経費削減のための漁具開発…･･･････････････････････････開発調査センター　底魚・頭足類開発調査グループ　齋藤　　哲
○次世代型近海はえ縄船「海青丸」の実証調査の軌跡…･････････････････････････････････開発調査センター　資源管理開発調査グループ　小河　道生
○人口減少社会のホタテガイ養殖協業化に向けた輪番制と大型機器の導入…･････････････････････中央水産研究所　経営経済研究センター　廣田　将仁
■Topics
○保護区による資源管理に向けて大きな進展　世界初！…ナミハタの産卵行動の撮影に成功……･･････西海区水産研究所　亜熱帯研究センター　名波　　敦…
■あんじいの魚

さかな
菜に乾杯

○第17回　旬のカツオがうまい秋到来！……シンプルにカツオのおいしさが分かる「塩タタキ」・焼き切りバージョン…
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････瀬戸内海区水産研究所　増養殖部　養殖グループ　山本　義久
■研究成果情報
○地域生産者と地域消費者を結ぶ　高品質カツオのトレーサビリティシステム導入の効果を実証
････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　水産物応用開発研究センター　応用技術開発グループ　村田　裕子
■知的財産情報
○カツオ中骨から機能性コラーゲン…･････････････････････････････中央水産研究所　水産物応用開発研究センター　安全性評価グループ　石原　賢司
○ごく微量のATPを簡便・迅速に測定する装置……～魚類の新しい鮮度指標の提案～…･･･････中央水産研究所　水産物応用開発研究センター　村田　昌一
■おさかな　チョット耳寄り情報
○カツオ節だけではありません…･･･････････････････････････････････････････････････瀬戸内海区水産研究所　増養殖部　養殖グループ　山本　義久
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